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｢京都体育学研究」編集・投稿規定 昭和60年４月４日制定

１．「京都体育学研究」（英文名KyotoJoumalofPhysicalEducation，以下本誌）は，京都体育

学会の機関誌であり年一回以上発行する。

２．本誌は本学会会員の体育・スポーツに関する論文の発表にあてる。編集委員会が認めた場合に

は会員以外に寄稿を依頼することもできる。

３．１編の論文の長さは本誌８ページ以内を原則とする。

４．原稿は，所定の執筆要項に準拠して作成し、原著・資料などの別を指定して編集委員あてに提

出する。原文のほかにコピー２部も提出する。

５．投稿論文は，学術論文としてふざわしい内容と形式をそなえたものであり，かつ未公刊のもの

でなければならない。

６．投稿論文は編集委員会が審査し，その掲載の可否を決定する。

７．原稿の印刷において規定のページ数を超過した場合，あるいは，図版・写真などとくに費用を

要するものは，その実費を執筆者の負担とする。

８．別刷は投稿時に希望部数を申し出ること。実費により希望に応じる。

９．本誌の編集事務についての連絡は，京都体育学会事務局内「京都体育学研究」編集委員会あて

とする。

10．編集委員会は理事会において編成する。
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故山岡誠一先生を偲んで

京都体育学会顧問・元京都体育学会会長，山岡誠一先生は，昭和62年12月24日に悪性リンパ腱のため

京都府立医科大学附属病院にて逝去された。

先生は大正７年（1918年）４月15日，京都府相楽郡瓶原材大字西小字城垣内64番地（現在加茂町大字

西）で三男として出生された。幼少の頃から大きい方で，出生時にすでに一貫月あったと聞く。大正１５

年４月に村の恭仁尋常小学校に入学し，昭和８年に高等科を卒業するまでの記録は「小学校８年間の恐

い出」の中に細かく記されている。小さい頃から几帳面な性格で，これがわたしどもがご一緒させてい

ただいた「京都教育大学30年史」「京都教育大学体育・特修体育学科沿革史」「京都体育学会30年史」の

編集の時にも随所にみられ，その後その年史が各界で活用されているのをみる時〆先生の力の偉大であ

ったことを感じるのである。

青春時代は，京都府立木津農学校（現木津高等学校）に学ばれ，一年生の時に府下中学校体育大会ジ

ュニアの部で，走高跳び１，６８cmの新記録で優勝され，体力的には極めて強靭であったことがうかがわ

れる。しかし，先生の青春時代はその大半が戦時中に当り，質実剛健，捨我精進のイメージの方がわた

くしどもには強い。わたしは師範・学芸大学の生徒として，また大学の助手として先生のご薫陶を直接

受ける機会が多かった。「健全な国民の養成は一に師表たる者の徳化にまつこと太で，教育に従うもの

は奮勵努力あるのみ」が先生の信条で，事実先生は京都師範学校，京都学芸大学，京都教育大学に御在

職中（38年間)，病気で講義を休まれたのは僅か２回，４日間であったことをみてもその様子がしのば

れる。

戦後は，おそらく体育が今日あるのを予測しておられたのだろう。いち早く科学としての体育学，健

康学を目指して京都府立医科大学の生理学教室（吉村壽人教授）に入門，手始めの仕事としては関西ス

ポーツ学事研究会（会長笹川久苔京大教授）の高校野球の医学調査に参加された。この結果はその後

「野球一試合のポジション別需要エネルギー」として報告され，東京後楽園の野球殿堂にも展示された

ことがある。

この研究を発端に，各種スポーツ活動のエネルギー代謝の研究を進められ，昭和28年には日本の体育・

スポーツ界では初めて医学博士の学位を授与されたことは特筆すべきであろう。また，京都学芸大学在

籍中は運動生理学教室の教授として，栄養学的にみたスポーツ選手の体力符理，蛋白栄養を中心とした

運動性貧血の研究など次々と新しい知見を報告し，なかでも「スポーツマンの栄養学」（昭和35年，柴

田書店）は多くの体育人にスポーツ科学の必要性を知らせた点で意義深かった。その後先生ご自身の著

書は20冊余り表わされているが，運動の実態と科学を結びつけられた功績は大きい。山岡先生は恩師吉

村先生とIi1様大変自己には厳しい方で，とにかく勉強熱心でハードな方であった。わたし自身はお二人

の先生にお仕えした経験があるが，とにかく余暇らしい余暇を感じたことはなかった。「クリスチャン

以外に日曜日はない」というのは，この先生から教えてもらった教訓のように思われる。けれども先生

ご自身は園芸，評には明かるく，余暇がないと思ったのは，わたしのスローモーが原|刺していたのかも

知れない。

学内の教授としては各種委員会委員を歴任され，昭和54年には附属図書館長として活躍された。学外

的には日本体育学会理事・評議員，京都体育学会会長，日本体力医学会評議員及び機構検討委員，日本

生理学会評議員，日本栄養．食糧学会評議員，スポーツ界では昭和52年に秩父宵賞，昭和54年には日本

体力医学会の感謝状，昭和57年には第一回京都府スポーツ賞を授賞された。このような多年にわたる教

育．研究のご功績により，昭和63年１月に内閣総理大臣より正四位勲三等旭日中綬章が贈られることに

なった。

ｉｉ;t後に，今は亡き山岡誠一先生の数々のご功績を披露させていただいて往年の先生のお姿を偲びつつ，

謹んで先生の御冥福をお祈りする次第である。

（蜂須賀弘久）



スポーツの楽しきに関する考察
一する立場からの分析一

和田尚＊

（昭和62年９月２１日受付）

AnAnalysisoftheEnjoymentofDoinｇＳｐｏｒｔ

HisashiWada＊

Abstract

Ｔｈｅｒｅａｒｅｔｗｏｔｈｅｍｅｓｏｆｓｔｕｄｙｏｎｔｈｅｅnjoymentofdomgsportinthispaper、Oneisthestructureof

enjoymentofsportandtheotheristhebackgroundofenjoyingsportsofindividualpersonorgroup、

Thefirstsubjectwasstudiedbyaquestionnaireconsistingof60itemsto238coUegestudentsandthe

factorscoresofenjoymentwerecoｍｐａｒｅｄａｍｏｎｇ８１ｍａｌｅａｎｄ６７ｆｅｍａｌｅａｔｈｌｅｔｅｓａｎｄ４６ｍａｌｅａｎｄ４４ｆｅｍａｌｅｎｏｎ

－athletes・

Thesecondsubjectwascheckedbyanotherquestionnaireconsistingof28combinationsoftheeightitems

ofCsikszentmihalyito282collegestudents，９８housewivesand52elderlypeoplelｎｏrdertodeterminethefactors

ofbackgroundoftheenjoyment,themethodolpaircomparisonswasapplied

Resultsweresummarizedasfollows、

１．FifteenfactorsofenjoymentwereextractedandtheywerenamedfriendShip,self-discipline,release,challenge，

actMty,conditionofactivity,acquirementofskill,feelingofvictory,subjectivity,self-expression,amusement，

improvementofphysicalstrength,tactics，ruleandmanner，andfashion

Thereweresignificantdifferencesbetweenbothsexesinthescoresoffivefactors；release,conditionof

activity,tactics,friendshipandactivity・Thedifferenceswerealsosignificantbetweentheathletesandnon-atMetes

inthescoresoffivefactors；friendship,challenge,self-expression，amusementandconditionofactMty、

２．OnthesecondsubjectthreefactorsｗｅｒｅｎｏｔｅｄＴｈｅｆｉｒｓｔｏｎｅｉｓ“friendship，，、Ｉｔｗａｓｉｎｔｈｅｈｉｇｈｅｓｔｒａｎｋｏｆ

everygroup、Ｔｈｅｔｗｏｉｔｅｍｓ；authorityTespectpopularityandcompetition・comparisonbetweenoneselfandothｅｒｓ

ｗｅｒｅｉｎｌｏｗｒａｎｋ・Ｔｈｅｏｒｄｅｒｓｏｆｅｉｇｈｔｉｔｅｍｓｗｅｒｅｎｏｔｅｑｕａｌａｍｏｎｇｔｈｅｓａｍｐｌｅｇｒｏｕｐｓ．

げられてきた。

こうした学校体育における運動の楽しさへの関心は，

高齢化ハイテク化を中心とした社会的背景が，必然

的にもたらした要求とみなすことができる。生活構造

の中で，レジャー活動としてスポーツの占める割り合

問題

学習指導要領（保健体育）が改訂されて早10年経過

した。この間，新指導要領の一つの強調内容である

｢楽しい体育」に関する論議や実践が，数多くくり広

＊京都教育大学KyotoUniversityofEducation

－１－
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いは年々増加しており，今や，生活現象の一つの特徴

として，スポーツの大衆化，社会化がクローズアップ

されているといえよう。生活における人と運動との関

係は，ますます密接になるとともに重要になるものと

考えられる。したがって，これからの楽しい体育のあ

り方は，大衆スポーツひいては生涯スポーツへの対応

の中で考えられねばならないことになる。

学校体育における楽しさに関する研究は，学会でも

多く発表されたり，雑誌等でも特集が組まれ，たびた

び問題にされ，さまざまな角度から論究されてきた。

それらの中心的な内容は，たとえば，概念，構造，授

業や評価との関連，発達的変化など広範囲に及んでい

る。筆者自身も，いくつかの観点から楽しさを考えて

きた'),２％３１，４１｡研究論文に目を向けると,徳永･

橋本５１は体育の授業における運動の楽しさについて，

賀)１１６)は，体育授業の楽しさについて，それぞれの構

造を明らかにしている。ざらに西ら７１は，欲求との関

連で楽しさをとらえ，学年による楽しさの変容につい

て研究した。しかし，いずれの研究も学校体育に限定

されており，スポーツ一般に関する考察までには至っ

ていない。

我々のスポーツへの関わり方は多様であり，幼児期

から老年期に至るまで，何らかの形で関係している。

その関わり方には大きくわけて，する立場と観る立場

の２通りがあり，いずれの立場においても，目的，動

機はまちまちである。したがって，一概にスポーツの

楽しさといっても，その中味は非常に複雑であること

がわかる。学校体育では，することの重要性が強調さ

れ，その結果，楽しさに関してもする立場からの分析

が中心になってきた。しかし，現在のマスメディアの

発達に伴う観るスポーツのあり方を考えるならば，す

る立場からだけの楽しさへの接近では不十分である。

スポーッファンの心理的分析などは，観る立場からの

中心的テーマであり，残された興味ある問題であると

思われる。

本研究では，スポーツの楽しさを広くとらえること

を主たる目的とし，そのうちのする立場からの分析を

2つの調査により行った。

調査Ｉ

１．目的

因子分析の手法を用いて，大学生における，するス

ポーツの楽しさの構造を明らかにする。更に，’性差，

運動経験差がその構造に影響を及ぼすかどうかについ

ても検討を加える。

２．対象

大学生238名（1年－４年）で，内分けは表１に示

すとおりであった。調査は1986年９月に実施した。

表１．調査Ｉの標本数の内訳け（人数）

連動群非運動群ロｆ

男子４６１２７

女子４４１１１

百＋９０２３８

３．質問内容

本学体育学科の学生（約１００名）および他学科の学

生（約150名）に対し，「スポーツの楽しさ」について

の作文を書かせ，その内容のうちするスポーツの楽し

さに関するものを抽出し，検討の結果，最終的に表２

に示す60個の質問項目を決定した。それぞれの意見に

対し，非常にそう思う「１」から，全くそう思わない

「５」までの５段階評定尺度のいずれかに反応するよ

う求めた。

４．データの処理

得られた粗データによって項目間の相関行列を算出

し，共通性の推定値を1.000とした主因子解により因

子を抽出した。因子数は，得られた結果から，固有値

が1.000以上であるとの基準により決められた。因子

の解釈を容易にするために，得られた因子行列に対し，

NormalVarimax法による直交回転が施された。さら

に，抽出された各因子の個人別因子スコアーが算出さ

れた。

統計処理は，ＳPSSのサブプログラム'１により行わ

れた。

－２－

運動群 非運動群 計

男子 8１ 4６ 127

女子 6７ 4４ 1１１

計 148 9０ 238
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表２.スポーツの楽しさに関する質問項目

スポーツには，意外'性があるから楽しい。３２．スポーツは，互いに教えあえるので楽しい。

スポーツをすると，仲間意識を持てるので楽しい。３３．スポーツをすることにより，日常から離れること

スポーツは，可能性の追及ができるから楽しい。 が出来るから楽しい。

スポーツは，努力すること自体が楽しい。３４．スポーツは，チャレンジ精神を持てるので楽しい。

スポーツは，刺激を与えてくれるから楽しい。３５．スポーツをすると，爽快感を味わえるから楽しい。

スポーツは，向上心を持てるので楽しい。３６．スポーツは，上達の過程が楽しい。

スポーツは，施設や器具が整っている時楽しい。３７．スポーツは，自由で解放的であるので楽しい。

スポーツは，自分の能力に合わせて出来るので楽３８．スポーツは，自主的に出来るから楽しい。

しい゜ ３９．スポーツは，感動を味わえるから楽しい。

スポーツは，熱中出来るから楽しい。４０．スポーツには，緊張感があるから楽しい。

スポーツは，挑戦出来るから楽しい。４１．スポーツをすると，健康を増進出来るから楽しい。

スポーツは，好きだからこそ楽しい。４２．スポーツをすることにより，自信が持てるように

スポーツは，知的探究心を満足させるので楽しい。なるから楽しい。

スポーツをすると，より多くの知識を得られるの４３．スポーツには，遊戯性があるから楽しい。

で楽しい。４４．スポーツには，チームワークがあるから楽しい。

スポーツでは，よいプレーやファインプレーが出４５．スポーツは，同世代で行う時楽しい。

来るから楽しい。４６．スポーツをしていて，調子がいいと感じることが

スポーツは，みんなが公平な立場で出来るので楽あるから楽しい。

しい゜４７．スポーツは，厳しい練習があるから楽しい。

スポーツには，目標があるから楽しい。４８．スポーツは，我を忘れて出来るので楽しい。

スポーツは，協力しあい連帯感を持てるから楽しい。４９．スポーツは，技術を習得出来るので楽しい。

スポーツは，勝つ喜びを味わえるから楽しい。５０．スポーツをした後，快い疲労感を味わえるから楽

スポーツは，優越感を感じることが出来るから楽しい゜

しい○５１．スポーツは，お金を欠けなくても出来るので楽しい。

スポーツは，自己表現が出来るので楽しい。５２．スポーツは，モラルやマナーを重視するから楽し

スポーツは，すること自体が楽しい。い。

スポーツには，娯楽性があるから楽しい。５３．スポーツは，自分自身をさらけ出せるので楽しい。

スポーツは，応援出来るから楽しい。５４．スポーツは，勝敗があるから楽しい。

スポーツは，ファッションがあるので楽しい。５５．スポーツで身体を動かすこと自体が楽しい。

スポーツには，ルールがあるから楽しい。５６．スポーツは，気楽に出来るから楽しい．

スポーツをすると体力が向上するから楽しい。５７．スポーツは，チームのレベルが平均している時楽

スポーツは，自然のもとで出来るから楽しい。しい゜

スポーツは，仲間との交友がもてるから楽しい。５８．スポーツには，損得勘定がないから楽しい。

スポーツをすると，ストレス解消になるから楽しい。５９．スポーツには，作戦をたてられるので楽しい。

スポーツは，安全に出来る時楽しい。６０．スポーツには，選手と見物人との一体感があるの

スポーツは，生活の一部に出来るので楽しい。で楽しい。
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な立場で出来る｣，（７）「施設や用具が整っている時」

など，活動を取り巻く施設，規律，実施者などの条件

に関係深い内容を含んでおり，「活動条件」因子と命

名した。

第Ⅶ因子は，（46）「調子がいいと感じる時｣，（１４）

「よいプレーやファインプレーが出来る｣，（42）「自

信がもてるようになる」といった，練習により習得さ

れる各自の技能を共通内容としていることから「技能

習得」因子と命名した。

第Ⅷ因子は,(54）「勝敗がある｣,(18）「勝つ喜びが

ある」などを中心に高い負荷量がみられた。これらは，

スポーツのもつ競争性のなかで，特に勝敗との関連が

深いことから,「勝利感」因子と名づけることにした。

第Ⅸ因子は，高い負荷量を示したのは，（８）「自分

の能力に合わせて出来る」という項目だけであった。

これらとかなり高い負荷量を示した項目との共通した

内容が，活動への主体的参加に関係しているところか

ら，「主体性」因子と名づけることにした。

第Ｘ因子は，（20）「自己表現できる」に高い負荷量

を示したことから，「自己表現」因子と命名した。

第ＸＩ因子は，（43）「遊戯性がある｣，（22）「娯楽

性がある｣，（37）「自由で解放的」に高い負荷量が認

められたことから，「遊戯性」因子と名づけた。

第ＸＨ因子は，「体力が向上する」に高い負荷量を

示し，（41）「健康を増進出来る｣，（27）「自然のもと

で出来る」にもかなり高い負荷量がみられたことから，

｢体力向上」因子と命名することにした。

第ＸⅢ因子は，（１）「意外性がある｣，（59）「作戦

をたてられる」に高い負荷量がみられた。これらは，

試合における戦術を共通内容としていると考え，「戦

術」因子と名づけることにした。

第ＸⅣ因子は，（25）「ルールがある｣，（52）「モラ

ルやマナーを重視する｣，（13）「より多くの知識を得

られる」などに高い負荷量を示した。これらの項目は，

ルールやマナーを共通の内容としているところから，

｢ルール・マナー」因子と命名した。

第ＸＶ因子は，（24）「ファッションがある」に高い

結果および考察

１．楽しきの因子構造

固有値1.000以上を示す因子数は15であった。１５因

子までの累積寄与率は66.8％であり，全分散のほぼ７

割を説明した。従って，因子分析の結果は比較的満

足のできるものであった。そこで，これら15因子に

NormalVarimax法による軸の直交回転がほどこされ

た。表３は，回転後の因子負荷行列を示したものであ

る。因子の解釈は，因子負荷量が0.4以上の項目を中

心に行われた。

第１因子は(17）「協力し合い連帯感がもてる｣，（２）

「仲間意識をもてる」（44）「チームワークがある」な

どの項同に高い因子負荷量が認められた。いずれも集

団活動における交友に関連がある内容であるため，

｢交友」因子と命名した。分散寄与率は26.5％を占め，

他の因子に比べ非常に高い値を示した。

第Ｈ因子は，（４）「努力すること｣，（47）「厳しい

練習がある｣，（58）「損得勘定がない」などの項目に

高い負荷量を示した。これらの内容は，自らを鍛える

ことに関係していることから，「自己鍛練」因子と名

づけた。

第Ⅲ因子は，（33）「日常から離れることが出来る｣，

(37）「自由で解放的｣，（48）「我を忘れて出来る」と

いった，スポーツ参加により日常生活から解放される

内容の項目に高い負荷量がみられたことから，「解放

性」因子と命名した。

第Ⅳ因子は，（10）「挑戦できる｣，（３）「可能性の

追求｣，（16）「目標がある」など，各人の挑戦行動に

関連する意味を含んでいることから，「挑戦」因子と

命名した。

第Ｖ因子は，（55）「身体を動かすこと自体｣，（21）

「すること自体｣，（11）「好きだからこそ」などの項

目に高い因子負荷量が認められた。これらは，スポー

ツ活動そのものを内容としているので「活動」因子と

名づけた。

第Ⅵ因子は，（45）「同世代で行う時｣，（15）「公平

－４－
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負荷量を示したことから，「ファッション」因子と命

名した。

するスポーツの楽しさについての構造は，本研究の

結果からみても複雑であることがうかがえる。因子の

内容も，体育授業における運動の楽しさに比べ多様で

あることがわかる。たとえば，徳永ら５１は，運動の基

本的欲求の充足，競争，挑戦，人間関係，レクリエー

ション，自主的活動，スリル感，観戦・応援，進歩・

向上の因子を抽出しているが，これらにはない因子が

本研究では抽出された。それらは，自己鍛練，解放性，

自己表現，主体性，戦術，ルール・マナー，ファッシ

ョンなどの因子であった。このように，スポーツの楽

しさは体育における楽しさを包含していると考えるこ

とができよう。このことは，スポーツと体育の概念関

係からも理解できる。

２．因子スコアーによる性差および運動経験差の検討

スポーツをする人々の特性により，楽しさの感じ方

も異なることが予想される。そこで，抽出された因子

について，因子スコアーをもとに２（男・女）×２

（運動群・非運動群）の２要因分散分析を行った。な

お，因子別の各群の平均因子スコアーは図１に示すと

おりであった。

全因子とも交互作用には有意性は認められなかった

が，性差または経験差の主効果には因子により有意差

がみられた。

性差が有意であった因子は，第１因子（Ｆ(1.124）

＝13.48,Ｐ＜0.001)，第Ⅲ因子（Ｆ(1.234)＝3.74,

Ｐ＜0.05)，第Ｖ因子（Ｆ(1.234)＝4.20,Ｐ＜0.05)，

第Ⅵ因子（Ｆ(1.234)＝4.15,Ｐ＜0.05)，第ＸＩ因子

(Ｆ(1.234)＝7.48,Ｐ＜0.01）の５因子であった。ま

た第Ⅷ因子でもかなりの差（Ｆ(1.234)＝3.52,Ｐ＜

0.10）がみられた。一方，経験差に有意性がみられた

因子には，第１因子（Ｆ(1.234)＝5.92,Ｐ＜0.05)，

第Ⅳ因子（Ｆ（1.234)＝14.16,Ｐ＜0.001）第Ｘ因子

(Ｆ（1.234)＝１４．４４，Ｐ＜0.001)，第ＸⅣ因子（Ｆ

(1.234)＝16.83,Ｐ＜0.001）の４因子があり，第Ⅳ

因子（Ｆ(1.234)＝2.91,Ｐ＜0.10）でもかなりの差

がみられた。

以上の結果より，「解放性｣，「活動条件｣，「勝利

感｣，「戦術」の因子では，男子の方がより楽しさを

強く感じていることがわかる。反対に「交友｣，「活

動」因子においては，女子の方が楽しさの感じ方が強

｡－.男子運動群

一一・男子非運動群
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４
６
４
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いことが明らかとなった。こうした男女差は，スポー

ツをする動機やスポーツの生活への位置づけ，さらに

はスポーツの価値感などから生ずるものと考えられる。

対象を社会人に広げたならば，より変化に富んだ結果

が予想される。

経験差についてみると，「交友｣，「挑戦｣，「自己

表現」の各因子では，運動群の方がより強く楽しさを

感じているのに対し，「遊戯性｣，「活動条件」因子で

は，非運動群の方が強く楽しさを感じていることにな

る。前者の３因子は，いずれも競技やクラブ活動を通

して体験できる内容であることを考えると，妥当な結

果であると思われる。また後者の２因子についてみる

と，いずれも余暇活動との関連が強い内容であるため，

非運動群がより楽しく感じるのであろう。このように，

運動に対する経験によっても，スポーツをする楽しさ

に差のあることが明らかになった。今後の課題として

は，行っている種目による差異があげられる。

以上，性差，運動経験差について検討したが，自己

鍛練，技能習得，主体性，体力向上，ルール・マナー，

ファッションなどの因子では差がなかった。これは，

これらの因子に関しては，スポーツを行う者の特性に

関係なく，楽しさのとらえ方に差のないことを示して

いると考えることができる。

大学生282名（１－４年)，地域スポーツクラブ員150

名の合計432名で，内分けは表４に示すとおりであっ

た。調査期間は1986年１０月-11月であった。

３．質問内容

スポーツをする楽しさの理由として，チクセントミ

ハイ（CsikszentmihalyiM,）鮒’により選定された８項

目をリ|用した。その８項目とは，①友情，交友，②個

人的技能の発達，③それを経験することや技能を用い

ること，④活動それ自体一活動の型，その行為，そ

の活動が生み出す世界，⑤自己の理想の追求，⑥情緒

的解放，⑦競争，他者と自分との比較，⑧権威，尊敬，

人気であった。

これら８項目より２８組の組み合わせを作り，一対比

較法を用いて，より強く楽しさを感じる方を選択させ

た。

４．データの処理

得られた粗データをもとに，まず個人別に８項目に

ついて順位を算出した。順位決定にあたり，順位に差

のつけられない場合は同順位とした。次に，個人別順

位から項目ごとに順位の平均と標準偏差を求めた。集

計は大学生運動群（男女別)，大学生非運動群，ママ

さんバレー群，ママさん新体操群，ゲートポール群の

６つの群別に行った。さらに，順位の平均値より群別

に８項目の順位を決定した。
調査Ⅱ

結果および考察
１．目的

スポーツをする楽しさが個々人の中でどのように位

置づけられているかについて、実施者の立場との関連

で明らかにする。

２．対象および調査期間

引用した８項目は，チクセントミハイが大学のサッ

カーとホッケー選手への面接により，活動の楽しい理

由として導き出したものである。８項目の内容は，明

らかに内発的動機による項目（それを経験することや

表４．調査Ｈの標本数の内訳け（人数）

大≠生ス－ノクフ

運動部非運動部ママさんハレーママさん新体操ケート十一ル

男子１２８００

女子１０４

５＋２３２

－７－

大学生 スポ－ツク フ ブ

運動部 非運動部 ママさんバレー ママさん新体操 ゲートポール 計

男子 128 3２ １６０

女子 104 5０ 5０ 4８ 2０ 272

計 232 5０ 5０ 4８ 5２ 432



京都体育学研究第３巻昭和63年２月

技能を用いること，活動それ自体）と，外発的動機に

よる項目（競争，他者と自分との比較，権威，尊敬，

人気）を両極にもつ軸上に位置づけられるものである。

まとめた結果は表５に示すとおりであった。全体的

にみて、明らかな特徴として次の３点が指摘されよう。

まず第１は，すべての群で友情，交友が一位になって

いたことである。チクセントミハイは，作曲，ダンス，

チェス，ロッククライミング，バスケットボールのさ

まざまな種類の活動で高い水準にいる人々に対する面

接調査により，８項目の順位づけを行った。結果は活

動の種類により異なり，友情，交友の順位も必ずしも

高くはなかった。方法上の相違はあるにせよ，本研究

の結果とはかなり異なっていた。この原因として考え

られることは，チクセントミハイの研究では自分の行

っている種目の楽しさに限定していること，さらに高

い水準の人々を対象にしているのに対し，本研究では

スポーツをする楽しさという共通する質問内容で，し

かも，技能の水準が平均的な人々が中心であったこと

があげられよう。

本研究による結果からは，スポーツの楽しさに占め

ろ友情，交友の重さを伺い知ることができる。調査Ｉ

での因子分析の結果と合わせて考えてみても，楽しさ

と友情，交友の関係の強さを理解することがてきる。

しかし，個人別にみるとかなりの個人差のあることも

見逃すことはできない。たとえば，大学男子運動部員

についてみると，友情，交友を１位に順位づけた者は，

55名いたが，逆に６位，７位，８位に順位づけた者は，

それぞれ13名，１１名，４名もいた。このように，平均

的な見方と合わせて，個人的な分析も同時に行うこと

も必要であろう。

第２の特徴として，権威，尊敬，人気の項目と，競

争，他者との比較の２項目がどの群でも下位に順位づ

けられていた。２項目とも外発的動機に基づくもので

あり，この傾向は，チクセントミハイの結果と共通し

ていた。一方，内発的動機による影響の強い，それを

経験することや技能を用いること，活動それ自体の項

目は，全般に上位に順位づけられていた。これらの結

果より総じていえることは，友情，交友がスポーツの

楽しさの中心であり，その他の理由では，チクセント

ミハイも指摘しているとおり，内発的動機に基づく理

表５．楽しさの理由の順位における群別比較

大学運動群

男子（１２８）

大学運動群

女子（１０４）

大学非運動群

女子（５）

ママさん

ハレー ）

ママさん

新体操（

ゲー《－ル

ＭＳＤ順位ＭＳＤ順位ＭＳＤ順位ＭＳＤ順位ＭＳＤ順位ＭＳＩ順位

－８－

大学運動群

男子（１２８）

大学運動群

女子（１０４）

大学非運動群

女子（５０）

ママさん

バレー（５０）

ママさん

新体操(５０）

ゲートボール

(52）

Ｍ(SD） 順位 Ｍ(SD） 順位 M(SD） 順位 Ｍ(SD） 順位 Ｍ(SD） 順位 Ｍ(SD） 順位

友情，交友 3．０７

(2.31）

１ 2．４２

(1.70）

１ 2．３８

(2.00）

１ 2．４５

(1.82）

１ 2．７７

(1.97）

１ 1．７１

(1.23）

１

個人的技能の発達 3．５４

(1.76）

２ 3．４５

(1.44）

４ 3．７６

(1.77）

５ 4.17

(1.90）

５ 4．４４

(2.16）

６ 3．４６

(1.70）

３

それを経験することや技能

を用いること

3．５４

(1.79）

２ 3．３９

(1.74）

３ 3．４０

(1.36）

３ 3．１０

(1.67）

３ 3．２５

(1.87）

３ 3．２５

(1.72）

２

活動それ自体

(活動の型，その行為）

3．６８

(Ｌ75）

４ 3.34

(1.92）

２ 3．４５

(Ｌ84）

４ 3．０５

(1.75）

２ 3．２７

(1.78）

４ 4．４１

(1.76）

５

自己の理想の追求 3．９５

(2.22）

５ 4．７０

(2.25）

６ 5．１４

(2.12）

６ 4．９５

(1.65）

６ 4．００

(1.78）

５ 4．８１

(1.81）

６

情緒的解放 ４．６３

(2.14）

６ 4．４３

(218）

５ 3．１４

(2.00）

２ 4．０５

(2.40）

４ 2．９６

(1.85）

２ 5．６０

(2.01）

７

競争，他者と自分との比較 5．３４

(2」4）

７ 5．７０

(2.13）

７ 5．６７

(1.68）

７ 5．８１

(2.14）

７ 6．９２

(1.53）

８ 4．３３

(2.23）

４

権威，尊敬，人気 6．９９

(1.51）

８ 7．０７

(1.36）

８ 7．３３

(1.23）

８ 6．１４

(1.83）

８ 6．２９

(1.62）

７ 6．３８

(2.26）

８
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由がより強く楽しさに関与しているということである。

第３に，スポーツをする立場により，順位が異なる

ことがあげられる。目立った点の一つに，,情緒的解放

の項目を大学非運動部女子群とママさん新体操群が２

位に順位づけていたことがあげられる。日常生活にお

けるストレス解消が，スポーツ活動の大きな目的とな

り，それが楽しさの重要な源泉となっていることを示

す結果と考えられる。しかし，同じママさんチームで

もバレーボール群と新体操群との順位が異なっていた

ことも注目される。種目の特性や組織の特性などの理

由によるものと考えられるが，本調査の結果だけでは

解明できず，さらに詳しい調査の必要性を感じている。

大学生についてみても，男子運動群と女子非運動群・

で顕著な相違がみられる。特に，個人的技能の発達と

情緒的解放の２つの項目で，両群に全く逆の結果が示

された。この傾向もスポーツへの取り組み，考え方の

差を反映した結果の一つと考えることができる。ゲー

トポール群が他の群とは異なる結果を示したことも注

目される。特に，‘情緒的解放を７位に，競争，他者と

自分との比較を４位に順位づけたのが目立った。老人

の置かれている立場や，日常生活におけるスポーツの

位置づけなどを考えると，他の群との相違も当然と考

えられる。老齢化社会を迎え，今まで以上に関心を向

けるべき老人スポーツのあり方とも関連した重要な問

題でもあるので，今後さらに検討を加えるべきである

と思われる。

以上，個々人がスポーツの楽しきの理由をどのよう

に順位づけているかについて，する立場による比較を

中心に調べた。統計的処理をするには至らなかったが，

順位のつけ方にはかなりの群差があることや，個人差

のあることも明らかとなった。得られた結果を十分考

察するためには，クラブへの参加の動機，期待，試合

への参加の仕方，能力，クラブ組織の特性などを考慮

に入れる必要があると考えている。

調査を行い分析を試みた。得られた結果は次の通りで

あった。

１．スポーツをする楽しさの因子として，交友，自己

鍛練，解放性，挑戦，活動，活動条件，技能習得，勝

利感，主体性，自己表現，遊戯性，体力向上，戦術､

ルール・マナー，ファッションの１５因子が抽仕悟れた｡

２．求めた因子スコアーをもとに，‘性差，運動経験差

を調べるため２要因分散分析を行った。性差について

みると，「解放性｣，「活動条件｣，「戦術」の因子で

は男子の方がより強く楽しさを感じ，「交友｣，「活動」

の因子で逆の結果を示した。また経験差では，「交友｣，

「挑戦｣，「自己表現」の因子で運動群の方が非運動

群に比べ楽しきを強く感じ，「遊戯性｣，「活動条件」

因子では反対の傾向を示した。このように，スポーツ

をする立場により楽しさのとらえ方感じ方に差のある

ことが明らかとなった。

３．チクセントミハイにより選ばれた８つの“活動の

楽しさの理由，，を引用し，大学生，家庭婦人，老人を

対象に，個々人の中で楽しさがどのように順位づけら

れているかを調べた結果，群間で異なった傾向が認め

られた。この結果は，スポーツへの取り組み方，所属

する組織の特性，個人の置かれている立場などの差に

より，楽しさの位置づけも異なることを示唆している。
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全身反応時間のトレーニング効果について

石川俊紀*，足利善男*，火箱保之*，増田洋*＊

（昭和62年10月３１日受付）

EffectsofTrainingontheEntireBodyResponse

ToshikiIshikawa＊，YoshioAshikaga＊，YasuyukiHibako＊andHiroshiMasuda＊＊

Abstract

Somemalestudentsweretaskedadesignedexcerciseandasidesteppingexcercisetoimprovetheiragilityfor

eightweeks､Thesamplestudentswere33basketball,３１tabletennisand30judoclubmembersand46non-athlete

studentsDuringtheperiod,theirresponsetimesweremeasuredandrecorded,Ｔhetrainingresultedasfollows、

１．Theresponsetimesofbasketballandtabletennisplayersandnon-athletestudentswereshortenedbythis

training

２．Theirresponsetimeswerenotshorteｎｅｄｉｎｃａｓｅｏｆｎｏｔｒａｉｎｉｎｇ

３．Theeffectsofthetrainingforjudoclubmemberswerenotrecognized

４．Theeffectsoftrainingontherespoｎｓｅｍｏｖｅｍｅｎｔａｒｅｎｏｔｅｑｕａｌｔｏａｌｌｓｐｏrtsclubmembers，

５．Somemoreexcercisesarenecessarytoimprovephysicalfitnessinadditiontotheroutinetraining．

上注目されてきた２１。また，一方では日常生活や労働

衛生においても同様に注目ざれ研究されてきた１０）’3'・

スポーツでは，種目によって反応の形態は異なるも

のであるが，通常測定される反応時間は，全身反応時

間が最も多いようである。これは反応開始時間と筋収

縮時間の合計で示される８１。前者は刺激が中枢に伝達

され，筋へ命令が伝えられるまでの時間であるから，

生理学的には，ほぼ一定と考えてよいようである。後

者は筋収縮により重心を移動することから，筋の特性，

体重等により個人的に差のあることが推測される。

スポーツに限らず，動作にはトレーニング効果が認

められている。従って，反応時間にもトレーニング効

果が認められるとする報告があるs’’６１１７１。しかし，ト

レーニング効果が認められないとする報告もある’‘'。

1．緒言

スポーツ選手の資質の指標の一つとして，敏捷性を

あげることができる。筋力や持久力等身体適性の中で，

敏捷性はスキルや判断力をも含めて，スポーツの種々

の場合で重要な要素となるものと考えられる。すなわ

ち,スポーツ特にゲームにおいては,相手の動作やポー

ル等器具の動きは変化が多く，それら多様な状態に対

して正確にしかも素速い行動のとれることは，いずれ

の種目においても要求されるものである。敏捷性は反

応の速さと反復の速さに分けられる６１。反復は回数が

多くなる場合は，持久性とも関係することが考えられ

る｡反応の速さは刺激から行動までの時間であり，反応

時間で示される。反応時間はスポーツ選手の適性判定

KyotoSangyoUniversity,KamigamohonzanKitaku,Kyoto,603JAPAN

SagaJuniorCollegeofArt，Sagagotocho，Ukyoku,６１６ＪＡＰＡＮ

＊京都産業大学

＊嵯峨美術短期大学
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動作の習熟がトレーニングによって向上するとすれば，

反応時間の測定の際の動作に未熟な場合は，その程度

に応じて，当然トレーニングによって改善をみると思

われる。一方，反応時間が個人的に最高水準に達して

いる場合には，変化は乏しいか，または認められない

ものと考えられる。

選手として練習を日常反復している場合，特に敏捷

性を要求される種目においては，その動作での反応時

間は個人的に最高水準に近いことが予想される。一方，

そのような敏捷性を要求されない場合には，トレーニ

ングによる効果が期待されるのではなかろうか。また，

敏捷性を要求される種目であっても，測定時の動作と

は関係のない行動をとるものでは，異なった態度が現

われると思われる。両者いずれであっても，反応時間

を改善することが，その種目にとって有利であるとす

るならば，改善に役立つトレーニング方法が開発され

ることは重要である。

そこで，昭和61年より３年間にわたり大学運動部員

と一般学生について，全身反応時間の改善を目的とし

て，若干のトレーニングを実施し，そのトレーニング

効果について検討を試みることにした。その結果につ

いて報告する。

員30名（60年度１０名，６１年度10名，６２年度１０名）であ

り，一般学生は46名（60年度20名，６１年度16名，６２年

度10名）である。なお，部員は１回生から４回生が含

まれるため，同一人が繰り返して被検者となっている

場合がある。一般学生は運動部に所属しない１回生と

３回生の中から無作為に選び対象とした。被検者の体

格は表Ｉに示す。

２．測定は昭和60年より62年の３年間，毎年５月から

７月にかけて８週間，午後４時より保健体育実験室に

おいて行った。測定には竹井機器製全身反応時間測定

器Ｈ型（ＴＫＫ－１２６４ｂ型）を使用した。刺激は黄色

光である。測定は10回行い，最大値と最小値を除いた

平均値を用いた。平均値間の差はＴ－検定により比較

し，※は0.1％，※※は0.05％，※※※は0.01％水準

を示す。

３．トレーニングとしては，昭和60年には毎日全身反

応時間測定器により測定と同様の方法を行わせた。

昭和61年には週３回，２分間の休憩を挿入してサイド

ステップテスト20秒を３回行わせた。昭和62年には特

にメニューを設定してトレーニングは行わなかった。

しかし〆各部の練習内容には，従来のものよりも判断

力やスピードを要求するものを組み入れるよう配慮し

た。すなわち，バスケットボールに関しては，一定時

間内に基礎的技術を最大限に反復せしめることを，サ

ーキット・トレーニング方式で行わせた。卓球に関し

ては，ロポットマシンによるハイピッチの打球練習と，

オールサイドの連けいプレイを行わせた。柔道に関し

ては，短距離疾走を行わせた。

Ｌ実験方法

１．被検者は，京都産業大学男子運動部員および一般

学生である。運動部員はバスケットボール部員33名

(60年度１０名，６１年度13名，６２年度10名)，卓球部員３１

名（60年度10名，６１年度10名，６２年度11名)，柔道部

(表１）被検者の体格

(単位身長：ｃ、体重：ｋg）

－１２－

項目

年度

バスケットボール

身長 体重

卓球

身長 体重

柔道

身長 体重

股学生

身長 体重

6０
182.5

±７．９５

72.9

±６．６８

173.1

±６．１９

62.4

±８．１５

173.9

±６．６６

86.6

±１８．５７

170.6

±５．３５

61.0

±７．６５

6１
185.2

±５．２０

76.9

士７．８８

171.9

±６．８１

61.8

±５．２２

176.8

±５．５７

83.5

±１２．２０

172.3

±４．８９

6５．１

±１０．７４

6２
188.5

±７．５８

80.3

±８．６９

170.8

±７．５２

63.2

±５．５１

173.5

±５．０６

85.9

±２１．３２

174.8

±７．５４

62.9

±６．４１
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なお，各年度における測定期ＩｌＩｌ中，運動部員につい

ては，試合（公式試合も含まれる）または，それに伴

う合宿練習も実施されている。

な雄は認められなかったい

（３）柔道部員の全身反応時間のトレーニング効果

采道部員の８週''１にわたる全身反応時間の推移は表

４および区１３のようである。

すなわち，第１週日は60年0.298秒，６１年0.298秒，

62年0.300秒であり，第８週目は60年0.267秒，６１年

0.295秒，６２年0.291秒であった。いずれの年も，平均

Ⅲ結果

（１）バスケットボール部員の全身反応時間のトレ

ーニング効果

バスケットボール部員の８週間にわたる全身反応時

間の推移は表２および図］のようであるｑ表の上段は

平均値，下段は標準偏差である。また図の○一○はＩＭＩ

和60年，●－●は昭和61年，△－△は昭和62年の結果

である（以下同じ）

第一週目すなわちトレーニング前は60年0.306秒，

61年0.290秒，６２年0.285秒であり，第８週日すなわち

トレーニング終了時には60年0.281秒，６１年0.263秒，

62年0.267秒であった。いずれの年度も途中動揺を示

しているが，トレーニング終了時には，トレーニング

前より低下する傾向が認められた。そして60年と61年

は，トレーニング前後では0.1％水準で有意な差が認

められたが，６２年には有意な差は認められなかった。

（２）卓球部員の全身反応時間のトレーニング効果

卓球部員の８週間にわたる全身反応時間の推移は表

３および図２のようである。

第１週目は60年0.308秒，６１年0.284秒，６２年0.272

秒であり，第８週目は60年0.270秒，６１年0.252秒，６２

年0.264秒であった。６０年，６１年は５％水準でトレー

ニング前後で有意な差が認められたが，６２年には有意

seｃ

０
１
２

６
６
６

一一一
一

○
●
△

0.350

１１１'TlMU1l
Ｉ

0.300

0250

＿L-J

Zeek9１２３４５６

図１．バスケットボール部員における全身反応時間

の推移

(表２）バスケットボール部員における全身反応時間の推移

(単位：秒）

－１３－

年度
週

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

6０

(、＝10）

0.306

±０．０１４

0.308

±０．０１６

0.302

±０．０１２

※
肌
的

２
０
●
●

０
０＋
’

※※

0.289

±０．００８

※※

0.290

±０．００９

※※※

0.276

±０．０１６

※※※

0.281

±０．０１８

6１

(、＝13）

０
５

９
１

２
０
●
●

０
０＋
’

0.290

±０．０１７

※
４
９

７
１

２
０
●
●

０
０＋
一

７
８

８
１
２
０
◆
●

０
０＋
’

※

0.277

±０．０１８

０．２７７

±０．０２０

※※※

0.266

±０．０１９

※※※

0.263

±０．０２１

6２

(、＝10）

0.285

±０．０３５

0.293

±０．０２６

0.285

±０．０３４

0.277

±０．０２１

0.282

±０．０４３

0.276

±０．０２９

0.272

±０．０２８

0.267

±０．０２０
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(表３）卓球部員における全身反応時間の推移

(単位：秒）

(表４）柔道部員における全身反応時間の推移

(単位：秒）

０
１
２

６
６
６

一一一一
ｏ
●
△

ｓeｃ

一一一一

ｓｅｃ

０３５０
0.35０

’０３００

Ｉ
、

0.30０ ６Ｌ△

OL￣￣￣△~Ｃ

Ⅲ’。」､Ａ

0２５０
0２５０

ｋｋ２１２３４５６

１２３４５６Zee是
図３．柔道部員における全身反応時間の推移図２．卓球部員における全身反応時間の推移
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年度
週

…１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

6０

(、＝10）

0.308

±０．０３０

0.321

±０．０２５

0.299

±０．０２５

0.290

±０．０２６

0.301

±０．０２５

※

0.281

±０．０２８

※

0.279

±０．０２９

※※

06270

±０．０２４

6１

(、＝10）

４
５

８
２
２
０
●
●

０
０＋
一

0.289

±０．０４２

0.271

±０．０３３

0.274

±０．０２３

0.269

±０．０２３

４
８

７
３

２
０
●
●

０
０＋
一

※

０．２６０

±０．０２７

※※

0.252

±０．０２３

6２

(、＝11）

0.272

±０．０１８

0.265

±０．０３４

0.286

±０．０４２

0.282

±０．０４２

0.282

±０．０５４

0.277

±０．０４３

0.266

±０．０３５

0.264

±０．０３７

年度
週

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

6０

(、＝10）

0.298

±０．０４４

９
０

８
５
２
０
●
●

０
０＋
一

0.309

±０．０６１

0.297

±０．０４３

０．２８４

±０．０３５

※

0.264

±０．０３２

0.267

±０．０３９

0.267

±０．０４６

6１

(ｎ＝10）

0.298

±０．０３０

0.299

±０．０３３

0.285

±０．０３１

0.310

±０．０４７

0.289

±０．０３７

0.293

±０．０３８

0.299

±０．０４７

0.295

±０．０４２

6２

(、＝10）

0.300

±０．０２９

0.301

±０．０２６

0.283

±０．０３５

0.299

±０．０２５

0.282

±０．０２９

0.302

±０．０３２

0.305

±0.056

0.291

±０．０３１
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値では第８週目に低下が認められたが，有意な差は認

められなかった。

（４）－般学生の全身反応時間のトレーニング効果

一般学生の８週間にわたる全身反応時間の推移は表

５および図４のようである。

すなわち，第１週目は60年0.316秒，６１年0.343秒，

62年0.278秒であり，第８週目は60年0.292秒，６１年

0.313秒，６２年0.268秒であった。いずれの年も，第１

週目より第８週目の平均値が低減しているが，６０年，

61年は５％水準で有意な差は認められたのに対して，

62年には第１週の値が低いので有意な差は認められな

かった。

として測定されるものには，弁別反応，選択反応など

のように複雑なものと簡単反応とがある。スポーツに

関する場合，簡単反応が多いようである。そして，そ

の中でも全身反応時間がよく用いられてきた。

全身反応時間は反応開始時間と筋収縮時間とに分け

られ8１，生理学的には限度があるが，行動，動作の一

つとすれば，当然トレーニング効果が期待されるとこ

ろである。

０
１
２

６
６
６

一一一一ｓｅｃ

０３５０

IJI
Ⅳ、考察

スポーツにおいて良好な成績を得るためには，いず

れの競技種目においても，選手の個人的資質である体

格，体力，技術の優れていることが要求される。これ

らはトレーニングによって改善が期待されるもの，ま

たは生得的なものがある。これらを総合して身体的適

性を判定する試みは従来より多数考案ざれ報告されて

いる。

体格，体力，技術が同じ水準にある競技者同士にあ

っては，相手またはその他より得られる信号，情報に

対して，速やかにかつ適切に反応し行動する能力のあ

ることは重要である。このように信号や情報を受けて

から行動に移るまでの時間は，反応時間としてスポー

ツにおける適性の一つに上げられてきた２１。反応時間

厚
／、 iLil

0.300

へ

〒１１‐‐‐‐‐‐‐’八』

へ一一一四

0２５０

’１３，ｌ２３４５６１１ｅｅｋ９
図４．一般学生における全身反応時間の推移

(表５）一般学生における全身反応時間の推移

(単位：秒）

－１５－

年度
週

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

6０

(ｎ＝20）

0.316

±０．０３５

６
０
０
３
３
０
●
●

０
０＋
一

※※

0.292

士０．０２４

※※

０．２９１

±０．０２６

※

0.295

±０．０２４

0.314

±０．０４３

※

0.296

±０．０２８

※※

0.292

±０．０１８

6１

(、＝16）

３
６
４
２

３
０
●
●

０
０＋
’

※※

0.313

±０．０３７

※

0.318

±０．０３６

※※

0.315

±０．０２８

※

0.319

士０．０２７

※※

６
２
１
３

３
０
●
●

０
０＋
’

※※※

0.305

±０．０２７

※※

0.313

±０．０３４

6２

(、＝10）

0.278

±０．０１９

0.272

±０．０１８

0.273

±０．０１４

0.284

±０．０１２

0.266

±０．０１７

0.269

±０．０１７

0.272

±０．０１４

0.268

±０．０１８
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そこで，大学運動部員について全身反応時間を８週

間にわたって測定し，トレーニングとして測定方法を

毎日実施した場合，敏捷性を増加させるためサイドス

テップ・テストを週３回実施した場合，および特別な

プログラムは実施せず，日常の練習に敏捷性を強調し

た場合の比較を行った。

それぞれのトレーニングと測定は１年に１回実施さ

れた。測定対象となったのは，バスケットボール部員，

卓球部員，柔道部員である。なお，対照として毎年，

一般学生についても同様のトレーニングと測定を行っ

た。部員については，最上級生は卒業するが次年度に

は新入生があり，継続して被検者となる者が多いこと

になる。

バスケットボール部員においては，６０年，６１年度に

はトレーニング前とトレーニング後の測定値に有意の

,低下が認められた。すなわち，反応時間が速くなった

ことが明らかであり，敏捷性のトレーニング効果が顕

著であった。

バスケットボール選手は一般的に長身であり，全身

反応時間は他種目の選手よりも遅いとする報告がある

１'’’２１゜しかし，敏捷性の向上または全身反応時間測

定のためのトレーニングをすることにより，反応時間

の短縮が明らかに認められたことから，従来遅いとさ

れているものの，長身者であっても敏捷性を獲得する

可能性が強く示唆されたといえよう。

一方，特に敏捷性を高めるためのトレーニングを実

施せず，単に日常の練習スケジュールに敏捷性を強調

するのみの場合，すなわち62年には，測定値（平均値）

は短縮したものの，有意な差は認められなかった。第

１週目の値が60年よりも低かったが，有意な差が認め

られなかった。このことは，その競技種目に必要と考

えられて実施される練習においては，スポーツ適性の

指標と考えられる反応時間のように，一般的にスポー

ツ選手として要求される身体適性を改善することが困

難であることを示唆するものとも考えられる。もち論，

練習スケジュールはその種目の技術向上を主とするも

のであることが多いと考えられる。そのため，技術ま

たは作戦の成功を期待することから，一般的な身体的

資質すなわち種々の身体適性の改善は量的にも質的に

も小となるものと思われる。練習スケジュールに技術

や作戦と同程度に身体適性向上を目的とした項目を挿

入すること，またはそれを考慮に入れた技術練習を実

施する場合には，それに応じた効果のあることが期待

される。

卓球部員の場合もバスケットボール部員と同様，８

週目には全身反応時間の短縮が認められた。そして６０

年，６１年にはトレーニング前に比較し有意な差が認め

られたが，６２年にはそれは認められなかった。

卓球選手はバスケットボール選手に比較して体格は

小である。また，競技の特性上，敏捷性，巧繊性が要

求されることから，全身反応時間も速いものと考えら

れた。しかし，トレーニング前の測定値はバスケット

ボール選手のそれとほとんど同程度であった。そして，

トレーニングによって全身反応時間が短縮することが

認められた。

バスケットボールはジャンプ動作が多用される。し

かし，卓球ではジャンプ動作は殆人どなく，水平移動

のみである。全身反応時間の測定に際しては，光刺激

によってジャンプすることが要求されるため，種目の

特性によって，動作が固定化したと考えられる場合に

は，要求される動作の習熟の程度によって差の出るこ

とが考えられる。このことが，第１週目の測定値の類

似性を生じたものと思われる。その後，トレーニング

によって全身反応時間の短縮する程度は，バスケット

ボールよりも卓球の方が大であった。これは，卓球選

手の方がバスケットボール選手よりも敏捷性を潜在的

に有していたと理解することもできる。しかし，測定

値のバラツキは卓球選手の方が犬であったことから，

ジャンプ動作に習熟し難い者もかなり存在することが

考えられる。

卓球では相手の動作またはポールの動きに素早く反

応することが要求されると同時に，戦法としては，三

球目攻撃にみられるように相手の打球を自分の有利な

個所に返球させる場合が多く用いられる。相手の打球

－１６－
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にのみ反応する場合は，予測によって生理的な反応動

作の限界を越えることが考えられる。そのため，敏捷

`性を有しながらも，なるべくそれに依存しない作戦を

行うこととなるはずである。一方，技術水準が向上す

るほど，その種目特有の技術を駆使するための動作の

固定化が進むと考えられる。とすれば，選手として上

達した者ほど，その種目に主として用いられないよう

な動作の習熟は困難となると考えねばならないであろ

う。

バスケットボール選手も卓球選手も62年，すなわち

敏捷性向上のためのトレーニングを特に実施しなかっ

た場合には，平均値としては全身反応時間の短縮がみ

られたが，有意な差は認められなかった。この場合，

第１週の値は60年，６１年よりも小である。しかし，卓

球の60年と62年の間にのみ１％水準で有意な差が認め

られた。対象となった選手群が，そのような構成にな

ったものと思われるが，第８週目の値は両部いずれも

近似していた。すなわちバスケットボール選手も卓球

選手も62年の第１週目と第８週目の値はかなり類似し

たことから，６２年の選手群はそれぞれ全身反応時間の

速い集団であったとも考えられる。しかし，測定値の

バラツキからみれば，バスケットボール選手の第１週

目，卓球選手の第８週目の標準偏差が大であり，敏捷

,性向上のためのトレーニングを実施しない場合は，全

身反応時間の短縮は期待できないと考えられよう。

柔道部員の場合，いずれも第１週目よりも第８週目

の値の低下があったものの，有意な差を認めることは

できなかった。また，途中の経過をみてもバスケット

ボール，卓球の例よりも変動は大であった。そして，

測定値のバラツキも極めて大であった。

柔道は体重制によって試合が行われるため，体格の

異なる選手群で構成されている。また，柔道の動作に

はジャンプ動作は殆人ど含まれないし，単純な光刺激

によって反応する動作も少ないようである。また，柔

道では相手と接触し，身体の種々の部分の力の大小，

呼吸のリズム，体勢の変化などにより反応動作をする

ことが多いものである。そのため，全身反応時間測定

時のような動作は柔道には皆無といえる。そのように，

日常全く行うことのない動作による測定のため，トレ

ーニングの効果がなかったものと考えられる。垂直跳

の能力と脚筋力または体重あたり脚筋力とは関係がな

いともされ'，)，また，肥満者は反応時間が遅いようで

ある'１。また，筋の使用される態度，すなわちphasjc

かtonicかによっても異なるとされる’１゜しかし，こ

のトレーニングおよび測定期間中，試合ならびに合宿

練習が挿入された。バスケットボール部員，卓球部員

は測定期間中，試合に参加している。しかし，合宿練

習は柔道部員のみであり，しかも，試合のため減量す

る選手が存在した。反応時間は疲労により遅延すると

されておりい，合宿練習による疲労など種々の要因に

よって，トレーニング効果が影響されたものと思われ

る。

運動部員に敏捷性を向上させるためにトレーニング

を実施し，全身反応時間の変化を検討したが，日常，

運動を行わない一般学生についても，対照として同様

のトレーニングを実施し，全身反応時間を測定した。

その結果，６０．６１．６２年いずれも第１週目よりも第８

週目の平均値は低下し，全身反応時間の短縮が認めら

れた。しかし，６０年と61年では第１週目と第８週目と

の間に有意な差が認められたが，６２年には差は認めら

れなかった。６２年の場合，第１週目より，６０年．６１年

よりも有意に低値であり（Ｐ＜0.01)，運動選手のト

レーニング後の値に近く，しかも，優秀なアメリカ陸

上選手の例21にも近かった。このことより，６２年の一

般学生は，ほぼ反応時間の限界に達していたとも考え

られる。空手の場合，強化選手は0.318秒，初段は0.3

07秒であり７１，卓球の場合，中国の一流選手で０．２９１

秒，日本選手では0.276秒である3)。トップクラスで

あっても，必ずしも反応時間が最も優れているとは限

らないともいえる。しかし，６２年の一般学生が極めて

優れた値を示したことは，過去に運動の経験があるも

のが含まれていたこと，または個人的に運動を継続し

ている可能性が考えられる。

いずれにしても，バスケットボール部員，卓球部員

－１７－
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果は影響を受ける。

５）身体適性の向上のため，日常の練習スケジュール

以外のトレーニングが必要と思われる。

と同様，一般学生においても，特に測定方法に準拠し

た動作や，敏捷性を向上させるためのトレーニングを

実施するときは,_全身反応時間の短縮が認められたこ

とは注目に値する。

身体適性として反応時間が問題ときれ，判定指標と

して使用されているが，確かに敏捷性の要求される種

目においては有効と考えられる。しかし，種目によっ

てはこのような形式でない方法によるものが，種目特

性をよく判定することができるものと思われる。今回

は運動部としてバスケットボール，卓球，柔道の３種

目についてのみ測定したが，その結果からみて，バス

ケットポールのようにジャンプ動作が多用され，相手

やポールの動きに反応するような種目では極めて有効

な指標となると思われる。しかし，種目に関係なく，

素速い動作は要求されるものであり，刺激に対して適

切な素速い反応動作はトレーニングにより改善される

ことが示唆されたといえよう。

今後，他種目のスホーツについても検討を試み，身

体適性向上に資することができるようにすることが課

題といえよう。
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01）野元五造・末永政治「バスケットボール選手の全

Ｖ、要約

バスケットボール，卓球，柔道各部員ならびに一般

学生について，８週間にわたり全身反応時間を測定し

た。そして，測定方法に準拠した動作とサイドステッ

プテストをそれぞれ敏捷性を向上させるトレーニング

として実施し，トレーニングをしない場合と比較した。

その結果

１）バスケットボール，卓球および一般学生において

は，敏捷性向上のためのトレーニングにより，全身反

応時間は短縮した。

２）敏捷性向上のためのトレーニングを行わない場合

は，上記３群では全身反応時間の短縮は認められなか

った。

３）柔道部員では，トレーニングの効果は認められな

かった。

４）全身反応時間は競技種目によってトレーニング効
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石川，他：全身反応時間のトレーニング効果について

身反応時間に関する研究（その１）」鹿児島大学

体育科報告，９：１－１５，１９７４．

⑫野元五造・末永政治「バスケットボール選手の全

身反応時間に関する研究（その２）」鹿児島大学

体育科報告，１０：1-10,1975．

(１３）大西徳明「中高年清掃作業員の転倒事故について」

労働科学，５８：541-547,1980．

(14）Smith,ＬＥ．：“Reactiontimeandmovementtime

(１５） Smith,ＬＥ．：“Relationshipbetweenexplosiveleg

lD

strengthandperfomanceintheverticaljump，

ResQuart.,32:４０５－４０８，１９６１．

辻野昭「単純反応時間の習熟効果からみた年令別

並びに性別変化について」体力科学，

１３：94-100,1964．

WhitleyJ．，．＆Smith,ＬＥ：“Independenceof

threedifferrenttrainingprogramsonstrengthand

(16）

(１７）

infourlargemusclemovement”,ResQuart.， ｓｐｅｅｄｏｆａｌｉｍｂｍｏｖｅｍｅｎｔ,，ResQuart.，

３７:1３２－１４２，１９６６．３２:８８－９２，１９６１．
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資料
バレーボールの図書にみられる

「基本・基礎」について

田和信＊
￣

呂

（昭和62年９月30日受付）

Ｔｈｅ“Basic”orTundamental”ReviewedinSomeVolleyballBooks

KazunobuMiyata＊

Abstract

Thebasicorfundamentalelementsofvolleyballplayingwerereviewedinsomeseventybooksofvolleyball

andthefollowingclassificationswereobtained

l・Ｔｈｅｔｅｒｍ"Ｋｊｈｍ,，or"Kjso"whichstandsfor"basis,,or"foundation，，ｗａｓｆｏｕｎｄｉｎ８９ｐｅｒｃｅｎｔｏｆｔｈｅｂｏｏｋｓ、

２．ＢｏｔｈＫＩｈｍａｎｄＫｉｓｏｗｅｒｅｆｏｕｎｄｉｎ５２ｐercentofthem，

３．Ｆｏｒｔｙ－ｏｎｅｐｅｒｃｅｎｔｏｆｔｈｅ６２ｂｏｏｋｓｉｎｗｈｉｃｈＫｉｈｏｏｌｏｒＫｊｓｏｉｓｆｏｕｎｄｈａｖｅｓｏmeexplanationsonbothterms

butfewdefinitionsonthem、

４．Ｔｈｅｃｏｎｔｅｎｔｓｏｆｔｈｅｔｅｒｍ;Ｋ航mzorKisointhesebooksarecategorizedasfollows：

（１）Severalskillswhichcomposeavolleyballplaying

（２）Elementaryskillswhichshouldbemasteredatthefirststep

（３）NecessaryskillspeculiartovolleybalL

（４）Easierskillstomaster．

（５）Basicorfundamentalskillsincomparisonwithothers

（６）Basicorfundamentalelementsinskills

（７）Basicpositionbasicposture，basicform，etc．

（８）Others(basicmotion＆ｈｅartofexcerciseculturel

５．ManyauthorsexplaintheKjhmandKjsoinvariousway・Therearesomecontradictionsofexｐｌａｎａｔｉｏｎｏｆｔｈｅ

ｔｅｒｍｓａｍｏｎｇｓｏｍｅｂｏｏｋｓｏｆａｓｉｎｇｌｅａｕｔｈｏｒａｎｄｅｖｅｎｉｎａｂｏokofasingleauthor・

Ｔｈｅterms`Ｗｊ/z”"and"Kjso'，ofvolleyballhavevariousmeaningｓａｎｄｔｈｅｒｅａｒｅａｌｓｏｖａｒｉｏｕｓｔｅｃｈｎｉｑuｅｓｉｎｔｈｅｂａｓｉｃ

ｏrfundamentalskillofvolleyball・Thesecharactersreflectonthatthｅａｕｔｈｏｒｓｄｏｎｏｔａｌｗａｙｓｈａｖｅｕｎｉｆｉｅｄ

understandingofthetermsandthatthequalityofKjhoしzorKjsoofvolleyballisnotclear．

用いられ，現行の小学校学習指導要領にも「基本の運

動」として重視されている。「基本・基礎」に関する

解説特集が，これまで月刊誌などによって紹介されて

１．目的

スポーツを指導する場で「基本」「基礎」が盛んに

＊京都教育大学KyotoUniversityofEducation
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宮田：バレーボールの図書にみられる「基本・基礎」について

きたにもかかわらず，その具体的統一的見解を得るま

でには至っていないと思われる。

「基本」と「基礎」については語意的，内容的に二つ

の視点から接近する必要があるが，小論ではこれらの

用語がバレーボールの図書の上ではどのように用いら

れているかに焦点をあて，実情を明らかにするととも

に課題を展望しようとするものである。

多く，３６冊52％であった。両用している図書のうち１０

冊28％には，用語使用上に混乱が見られない。例えば

「姿勢」には必ず「基本」を用いて「基本姿勢」とし，

バレーボールの技術に関することや練習方法等に関し

ては「基礎」を用いて「基礎技術」あるいは「基礎練

習」のように使い分けされている図書がある。このよ

うなものについては，用語使用上混乱が見られないと

解釈した。

２６冊72％の図書には用語使用上に混乱が見られた。

｢用語使用上の混乱」とは，次のような文章を意味す

る。

①「ひざをまげ，かかとを浮かした低い姿勢を基本

姿勢とよぶ」「バレーボール技術のすべての基礎が基

本姿勢であって－」「パスはバレーボール技術の基礎

をなすものである」

②「一流選手は，バレーボール技術の基本を忠実に

練習し，しっかりした基礎的技術をマスターしている」

③「基礎技術……以上の６つの分け方がバレーボー

ルの基本技の１つの分け方だと思う」

④「バレーボールの基礎技術は基本をしっかり実行

しなければ上手に行えない」

⑤同一ページに「基本技術」と「基礎技術」を使っ

ている。

⑥「パスはすべてのプレーの基本となる」「特にオ

ーバーハンドパスとアンダーハンドパスはバレーボー

ルの基礎となる」

このように「基本」と「基礎」を両用し，しかもそ

の使い方が混乱していると思われる図書は多数存在す

る。上記の①や③の例からも明らかなように，著者達

が意図的に使い分けしているとは考えられない。図書

にみるこのような解説からは，基本と基礎の問に明確

な言語的な相違があるのかないのか，あるいはバレー

ボール技術の内容の間に基本技術と基礎技術の区別が

あるのか否か，全く判然としない。用語使用上の混乱

がバレーボール技術の内容きえ不明確にしている現状

である。

2．方法

バレーボールに関する図書の中から，昭和35年から

61年の間に発行された，日本人著者による70冊を対象

に分析した。同一著者による複数に及ぶ図書も含まれ

ている（表１）。

3．結果と考察

それぞれの図書で基本・基礎の内容がどのように扱

われているかについて，以下の３つの視点から考察し

た。

①「基本・基礎」という用語の使用の有無

②「基本・基礎」の語意に関する解説の有無

③「基本・基礎」の内容に関する考え方

１．「基本・基礎」という用語の使用の有無につい

て

７０冊の図書を分析した結果は表２の通りであった。

｢基礎」を用いてある図書が最も少なく５冊７％であ

った。「基礎プレー｣，「基礎技術｣，「ゲームの基礎」

のように使われている。「基本も基礎も用いていない

図書は８冊11％であった。ただしこの８冊の中には

「基礎知識｣，「基本的にはパスを正確にし－」のよ

うな使い方の図書も見られるが，これらはバレーボー

ルの内容を直接説明するものではないので除外した。

「基本」を使用している図書は21冊30％であった。

｢基本技能」「基本技術」「基本の技術」「基本技」「基

本姿勢」「バレーボールの基本」「基本に戻れ」「攻め

方の基本型」「バレーボール技術の基本」のように使

われている。

「基本」と「基礎」を両用している図書がもっとも

－２１－
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表１分析対象図書

田
田

一
別
一
別

１
２

｢旺文社スポーツシリーズ①バレーボール」

｢百万人のバレーボール新らしい６人制』

●
●
●
●

望
二
二
璽
三

旺文社、１９６０（Ｓ35）７月

’百万人のバレーボール新らしい６人制と９人制」

報知新聞社、

「中学校体育指導ハンドブックバレーボールの授業」

ベースボール・マガジン社、

小鹿野友平：「新ルール.６人制バレーボール」－山海堂、

１９６１（Ｓ36）６月

３．黒木臭：

(Ｓ36）

(Ｓ37）

(Ｓ38）

(Ｓ38）

月
月
月
月

８
５
２
８

1961

1962

1963

1963

笠井恵雄、

豊田直平：

●
●
●
●

△
毎
ｍ
」
（
一
‐
【
口
》
）
〈
・
【
叩
〉
【
一
”
〃
０

｢写真と図解によるバレーボール９人制」 大修館、

豊田直平、山本隆久：「写真と図解によるバレーボール６人制」－大修館、

豊田直平：「体育図書館シリーズ３０改訂増補６人制バレーボール」

不味堂、

豊田直平、山本隆久：「写真と図解によるバレーボール６人制」－大修館、

前田豊、豊田博、松平康隆：「図説バレーボール事典」－講談社、

(Ｓ41）

(Ｓ42）

(Ｓ42）

(Ｓ43）

(Ｓ44）

月
月
月
月
月

２
２
１
４
５

１
１

1963

1967

1967

1968

1969

●
●
●
●
●

（
〉
ｏ
９
ｎ
ｎ
Ｅ

金子新一：「中学生のバレーボール」

前田豊：「旺文社スポーツ教室ノ

不味堂、

旺文社、前田豊：「旺文社スポーツ教室バレーボール」

朝比奈一男、高沢晴夫、松平康隆、吉原一男ほか：

「スポーツの科学的指導Ｉバレバレーボール」 －不味堂、 (Ｓ44）

(Ｓ44）

(Ｓ44）

(Ｓ45）

(Ｓ46）

(Ｓ46）

(Ｓ46）

(Ｓ46）

月
月
月
月
月
月
月
月

７
１
２
１
１
４
５
６

１
１
１

1969

1969

1969

1970

1971

1971

1971

197１

豊田博、島津大宣：「バレーボール教室」

豊田博：「もっとも新しいバレーボール」

析堀申二：「カラー版ジュニア入門百科（

大修館、●
●
●
●
●
●
●
ｃ

（
幻
『
四
）
・
勾
如
ニ
ュ
ー
‐
【
ロ
ー
〉
〈
●
於
叩
）
［
〃
〃
。
（
）
（
皿
）
〈
“
『
Ｊ
（
ｎ
ｍ
Ｍ
〉

毛
日
日
日
一
勺
ｕ
０
■
（
勺
０
．
，
（
『
日
日
■
（
勺
■
■
一
勺
○
０
０
△
勺
Ⅱ
Ⅱ
（
｛
叩
夕
欠
】

日本文化出版、

バレーボール入門」－秋田書店、

松平康隆、豊田博：「バレーボール」 講談社、

成美堂、

北隆館、

山本隆久：「図解コーチバレーボール６人制９人制」

朽堀申二：「図解バレーボールの教室」

大野武治、小林－敏：「バレーボール」 学芸出版社、

学校体育研究同志会（中村敏雄）：「バレーボールの指導」

ベースボール・マガジン社、 (Ｓ47）

(Ｓ47）

(Ｓ48）

(Ｓ48）

月
月
月
月

９
９
２
５

ジン社、１９７２

講談社、１９７２

成美堂、１９７３

ジン社、１９７３

松平康隆、池田尚弘、斉藤勝：「バレーボールの戦術」●
●
●
■

『
Ⅱ
日
（
（
皿
〃
〈
］
（
〃
へ
里
）
・
ロ
扣
一
△

〈
叩
〃
尻
】
（
叩
〃
〈
】
（
叩
〃
〈
】
（
皿
〃
久
】

郷守重蔵、析堀申二：「バレーボール上達の道」

今野堅三、安西祐子：「ママさんバレー」－’

豊田博：「スポーツ入門双書バレーボール」

ベースボール・マガジン社、

1973（Ｓ48）６月

1973（Ｓ48）１２月

ベースボール・マガジン社、

前田豊：「前田豊のバレーボール290のポイント」－日本文化出版、

松平康隆、豊田博、大野武治、稲山壬子：「バレーボールのコーチング」

大修館、

25.

26.

(Ｓ49）

(Ｓ49）

(Ｓ49）

(Ｓ49）

(Ｓ49）

(Ｓ49）

(Ｓ50）

(Ｓ５１）

月
月
月
月
月

１
２
６
７
２
１

'974

1974

1974

1974

1974

1974

1975

1976

｢体育図書館シリーズ①改訂バレーボール」 不味堂、豊田直平：「体育図書館シリーズ①改訂バレーズ

小鹿野友平、高橋和之：「バレーボールの指導」

●
●
Ｃ
●
●
●
●

［
Ｊ
Ｊ
。
（
〉
（
）
（
、
）
．
〉
｛
〈
川
叩
〉
『
Ｅ
Ⅱ
（
（
叩
〃
〈
】
（
叩
王
、
）

（
叩
〃
〈
】
一
ｍ
”
た
】
（
叩
ク
ヱ
】
一
（
ぜ
、
〉
．
へ
ゴ
、
｜
）
（
〃
〈
〉
（
わ
く
■
〕

道和書院、

西川順之助：「バレーボールコーチ－週間」

析堀申二ほか：「球技指導ハンドブック」

偕成社、

大修館、

鶴書房、

成美堂、

朽堀申二ほか：「球技指導ハン｜

古市英：「バレーボール教室」

郷守重蔵：「図解コーチ９人ｉｔ郷守重蔵：「図解コーチ９人制バレーボール」

清水光治：「バレーボールの基礎教室」－診

１０月

３月ベースボール・マガジン社、
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34．西郷光雄：「バレーボール」

35．船山浩志：古市英：「（1

36．前田豊：「旺文社スポー1

37．生沼スミエ：「バレーポーノ

38．小山勉、梶尾義昭：「写要

39．日本バレーボール協会指導１

日東書院、 (Ｓ５１）

(Ｓ５１）

(Ｓ５１）

(Ｓ52）

(Ｓ52）

(Ｓ52）

(Ｓ52）

(Ｓ52）

(Ｓ53）

(Ｓ53）

(Ｓ53）

(Ｓ53）

(Ｓ53）

(Ｓ53）

(Ｓ53）

'976

1976

1976

1977

1977

1977

1977

1977

1978

1978

1978

1978

1978

1978

1978

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

６
８
０
３
３
４
７
７
４
４
４
５
５
５
０

１
１

船山浩志：古市英：「バレーボール入門」

前田豊：「旺文社スポーツ教室バレーズ

鶴書房、

旺文社、

講談社、

成美社、

大修館、

小学館、

泰流社、

大修館、

バレーボール」

生沼スミエ：「バレーボール教室」

小山勉、梶尾義昭：「写真でみ』Ｉ小山勉、梶尾義昭：「写真でみるバレーボール」

日本バレーボール協会指導普及委員会：「バレーズ｢バレーボール指導教本」

40．金子新一：「バレーボール入門」

41．析堀申二：「バレーボール」

42．豊田直平：「写真と図解による最新バレーボール９人制」

4ａ豊田博：「バレーボール」

44．小鹿野友平、析堀申二：「楽

45．西川順之助：「バレーボール

ポプラ社、

｢楽しくできるバレーボールの指導」 日本体育社、

世界の技術」 講談社、

46．西川順之助：「図解バレーボール」

47．豊田直平、山本隆久編著：「バレー

日東書院、

｢バレーボールの教科指導」 遊戯社、

48．生沼スミエ：「バレーボール個人技法」

49．日本バレーボール協会指導普及委員会編

青春出版社、

:「スポーツＱ＆Ａシリーズ実戦バレーボール(上､下)」

大修館、 (Ｓ53）

(Ｓ53）

(Ｓ53）

(Ｓ54）

(Ｓ54）

(Ｓ54）

(Ｓ54）

(Ｓ55）
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｢ですかぱぁ９人制バレーボール」森藤憲一：「ですかぱぁ９ノ
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叩
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、
、

堂
堂
味
美
不
成

梶尾義昭：「図解コーチ６人制バレーボール」

矢島忠明：「スポーツ入門ライブラリー２（１矢島忠明：「スポーツ入門ライブラリー２バレーボール」

黒田裕：「Ｄｏスポーツシリーズバレーボール」－

－ナツメ社、

日本文芸社、

新星出版社、西)||順之助：「図解バレーボール入門」

大野武治：「みんなのバレーボール」 国土社、大野武治：「みんなのバレーポー

小泉勲：「バレーボール入門」 梧桐書院、

豊田博、古沢久雄：「バレーボール入門教室」 大修館、

博文社、

成美堂、

橋本豊：「VOLLEYBALL」

郷守重蔵、析堀申二ほか：「ママさんバレーボール」

豊田博、吉村恒男：「小学生バレーボール」

斉藤勝：「バレーボールマンツーマンコーラ

五十嵐紀雄：「バレーボールを見るための本」

西川順之助：「カラーイラストバレーボール」

日本文化出版、

マンツーマンコーチ」 西東社、

同文書院、

日東書院、

不味堂、

大修館、

大修館、

上野和年：「バレーボールの実践的指導論」

宗内徳行、豊田博：「練習法百科バレーボール」

豊田直平：「最新バレーボール」

道和書院、高橋和之：「バレーボールのゲームづくり」

日本文芸社、黒田裕：「ザ・バレーボール」

小泉志津男、遠藤祐亮：「６人制バレーボール入門」 成美堂、

－２３－
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表２「基本・基礎」の使用の有無

(注）☆印付きの図書は、用語の使用上混乱の見られないもの。

表３「基本・基礎」の語意解説の有無

６２００

２．「基本・基礎」の語意に関する解説の有無につ

いて

ここでは，「基本・基礎」を用いている図書62冊に

ついて分析した。表３の通りである。

約６割の図書が，基本・基礎の語意に全く触れてい

ない。これらの著者達は，読者が語意については周知

の事実であると自ら判断しているか，または何らの意

図もなく安易に使用しているのではないかと思われる。

「基本・基礎」を多用するなら，少なくともその語意

について解説されることが望まれる。

２４冊39％の図書は，簡略に解説を行っている。筆者

は表４のようにまとめて分類体系上の根拠と考えた。

この表からいえることは，解説を行っている図書にし

ても，それはバレーボールの内容に関連づけているも

のが大半で，基本・基礎の言語的意味や相違について

触れているものは極めて少ない。

基本・基礎に関して意図的具体的に触れている図書

は，わずか１冊２％である。これは中村敏雄による執

筆で，「バレーボールの基礎技術とはなにか」につい

て熟考し，次のようなものであると総括している。

①その運動文化の中心を形成する技術であること。

②それは当然，コンビネーション・プレーでなけれ

ばならない。

③また，それの必然的な発展がゲームになるもの。

－２４－

図書番号 計

｢基本」を使用

３１６１８２３２４２９３５

3６３７４０４１４２４４４６

４８５４５５６２６６６７６８

冊％

2１（30）

｢基本」を使用 ２２０２８４３６１ ５（７）

｢基本」「基礎」
を両用

☆
☆
☆

７
Ⅲ
妬
犯
〃
冊
的

☆
☆

６
ｍ
皿
皿
胡
田
肌

☆
☆

５
，
⑱
刈
邪
皿
帥

☆
４
ｍ
Ⅳ
〃
弧
Ⅲ
肥

☆
☆

１
８
ｕ
妬
羽
伯
印
、

3６（52）

どちらも使用して
ないもの

９１５２１４５５０５９６３

6５

８（11）

計 7０（100）

図書番号 冊（％）

具体的に解説 2０ １（２）

簡略に解説

１３４５６７８

1０１４１６１７１８１９２４

２６２７３３３７３９４８５２

5６６１６２

2４（39）

触れていない

５
５
４
５
８

２
３
４
５
６

３
４
３
４
７

２
３
４
５
６

２
２
２
３
６

２
３
４
５
６

３
１
１
１
４

１
３
４
５
６

２
０
０
９
０

１
３
４
４
６

１
９
８
７
８
０

１
２
３
４
５
７

２
８
６
６
７
９

２
３
４
５
６

3７（59）

計 6２（100）
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表４語意解説を簡略に行っている図書とその内容

(注）１．
２．
上記の内容は、図書に示された文章そのままではない。文意をもとに筆者が要約した。
｢バレーボールの基礎をなすものが基本技術である」とするような解説は、基本・基礎
を分析するうえでは不適当なため、ここでは除外した。

①「バレーボールを構成する個々の技術」とするの

は42冊68％に及ぶ。表６は各図書にみる具体的内容を

表している。著者によって，取り上げる「個々の技術」

の内容に大きな差異があることがわかる。図書10と図

書40は同一著者によるものであるが，両図書の比較か

ら言える事は，同一著者が同じ「基本・基礎」を取り

上げた場合でも，その内容に大きな違いがある。これ

は大きな矛盾である。このような矛盾は図書25と36の

間にも明らかに指摘することができる。

基本・基礎技術の数が「６項目」と明記されたり，

｢７項目」と明記されたりする矛盾も重大である。

②「技術の発展系列上，初めに位置する技術」とす

る図書は31冊50％で，各図書にみる具体的内容を表７

に示した。ただし，この31冊の中には筆者の主観によ

って採用されたものも多く，著者自らが「初めに位置

する」ことを主張している図書をあげると13冊にすぎ

なくなる（図書６，７，８，１４，２４，２６，２７，２８，２９，

３４，３９，５２，５６，）。いずれにしても，バレーボール

④そして，その学習が身体的，技術的な発達を促す

もの。

⑤この学習が，国民的な規模での運動文化の創造活

動に役立つもの。

「基本・基礎」について考察する限り，中村の第④

第⑤の条件は飛躍しすぎているように思われるが，氏

が「バレーボールの基本・基礎をどのように考えるか」

について意図的積極的に追求している姿勢に首肯でき

る。スポーツの分野で「基本・基礎」が多用されなが

ら，その具体的な語意や内容については，ほとんど意

図されることなく用いられている現在，少なくとも中

村と同等またはそれ以上の用語吟味があってもよいの

ではないかと考える。

３．「基本・基礎」の内容に関する考え方

７０冊中62冊の図書が基本・基礎に触れているが，こ

れらを内容別に分類してみたものが表５である。図書

にみる解説の内容を通覧した上で大きく８項目に分類

した。

－２５－

図書 内 容

１
３
４
５
６
７
８
，
叫
砠
Ⅳ
肥
田
別
茄
刀
羽
師
胡
蛆
砠
朋
田
田

あらゆる技術の根本をなす。もっとも多く使用される。
最も大切なもの。
あらゆる技術の根本技。
最も多く使われるもの。
最も多く使われるもの。
第１に留意すること。
第１に留意すること。
バレーボールを進行させ、作戦への応用となるもの
第１に体得すべき技術。
第一歩に行うべき技術。
最も代表的なもの。
個々の技術。

最も多く使用され、最も確実性のあるもの。
最初に身につける必要のあるもの。
単一的な技術。個人的な技術。
ポールにタイミングを合わせて寄ること。
重要なもので、木の根に相当するもの。
バレーボールで一番大切なもの。
単一の技術。
自分で一番やり易い方法。
大切な技術。いちばん最初に会得する技術。
－番正確でコントロールしやすいもの。
建物を建てるときの基礎工事のようなもの。

○

バレーボール独特な動作。バレーボールを代表する技術。
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鵜
Ⅱ

｢基本・基礎」の内容に関する表５

＝
Ｎ＝62）

図書とその内容

隷
芒

｢基本・基礎」の内容を「バレーボールを構成する個々の技術」とする６

－２６－

内容 冊 ％

バレーボールを構成する個々の技術 4２ 6８

発展系列上、初めに位置する技術 3１ 5０

バレーボールの特性上必要な技術 1７ 2７

難易度からみて容易な技術 ３ ５

技
術
の
対
応
関
係

個人技術中の集団技術

基本・基礎やの応用技術

基本・基礎や①集団技術

基本・基礎や①複合技術

基本・基礎やの総合技術

基本・基礎や①ゲーム

その他

1２

９

1２

２

７

1０

1５

1９

1５

1９

３

１１

1６

2４

各技術の中に更に基本・基礎あり 3３ 5３

基本姿勢、基本の構え等 3６ 5８

その他 ５ ８

図書 内容 備考

１ パス、トス、スパイク、ストップ、サーブ、レシーブ

２ サーブ、レシーブ（パスを含む)、トス、スパイク、ストップ

３ パス、トス、キル（タッチ)、上手サーブ等、

４ パス、トス、スパイク、ストップ、サーブ、レシーブ

５ パス、レシーブ、サーブ、トス、キル、ストップ、

、

不ツ トプレー ｢部分技術」と解説

６ パス、レシーブ、サーブ、スパイク、ブロック等 ｢部分的技術」と解説

７
基本姿勢、パス、サーブ、スパイク、ブロッキング
等

、 不ツ トプレ ｢部分的技術」と解説

８ パス、レシーブ、サーブ、スパイク、ブロック等 ｢部分的技術」と解説

１０

パス、トスとその応用、サーブ作戦、攻撃機能（スパイク、プ
、

ンユ、

御技能

ツ

フェイント、リバウンド戦法、ストップアウト戦法)、防
(ストップ）

｢基礎技能」と解説

1２
サーブ、パスとレシーブ、サーブ・レシーブ、トス、スパイク、
ブロッキング ｢６つの項目」と明記

１３ パス、サーブ、トス、スパイク、ブロッキング、レシーブ ｢６つの技術」と明記

1６ 構えの姿勢、動き（フットワーク）、サーブ、
バイク、レシーブ、ブロッキング

パス及びトス、ス 「７つの項目」と明記
更に「個人技が次のよう
に分けられる」とし「基
本の技術」として分類し
ている

1７
基本姿勢とフットワーク、パス（バス、レシーブ、トス)、サー
ブ、スパイク、ストップ、 不ツ トプレイ

1８
パス・トス、サーブ、スパイク・フェイント、ブロッキング（ス
トップ）

｢分類されます」と明記

1９
フットワーク、パス、レシーブ、サーブ、トス、ストップ、キル
タッチ 、 ネットプレー

、
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－２７－

2２ パス・トス、サーブ、アタック、ブロック

2３ 基本になる姿勢、パス、トス、サーブ、スパイク、レシーブ、ブ
ロッキング、フォーメーション

｢基本技術的なこと」と
説明

2４
パス、トス、サーブ、スパイク、ブロッキング、レシーブ（アダ
ツク・レシーブ、サーブ・レシーブ）

｢６つの基本技術」と明
記

2５ パス、トス、スパイク、ブロック、サーブ、フェイントカバー、
つなぎのプレー、レシーブ ｢基本技」と説明

2６

構えの基本姿勢
動きの技術
動きのテクニッ。 発展の 仁

パス、トス、レシーブ、サーブ

スパイク、ブロッキング
｢６つの技術」と説明

3１ スパイク、ブロック、サーブ、レシーブ等

3２ パス・トス、サーブ、ブロック、アタック〔スパイク、フェイン
ト（プッシュ)〕

3３ パス、サーブ、トス、スパイク、つなぎのプレー、スパイクレシ
_ブ、サーブレシーブ、ブロック

3５ パス、サーブ、レシーブ、トス、サーブ・レシーブ、スパイク、
ブロック

3６
パスとレシーブ、サーブのレシーブ法、トス、セッター、アタッ
ク、ブロッキング、サーブ

3８

パス（オーバーハンドパス、組手パス)、レシーブ、セットアッ
プ（オーバーハンドトス、組手トス、２段トス)、サーブレシー
ブ、スパイク、ブロック、サーブ、その他の基礎プレー

3９
構えの基本姿勢のパス、トス、サーブ・レシーブ、スパイク、ブ

ロッキング
｢６つの基本技術｣と明記

4０
パス、サーブ、レシーブ、トス、攻撃、ジャンプ、ミート、基本
の姿勢

4３
構えの姿勢のパス、スパイク、トス、サーブ、ブロッキング、し

シーブ（サーブ・レシーブを含む）

4６
サーブ、パス（サーブ・レシーブ)、スパイク、トス（パスのひ
とつ)、ブロック、レシーブ

｢六つ」と明記

4９
パス、トス、サーブ、レシーブ、サーブレシーブ、スパイク、ブ
ロック

5１ レシーブ、サーブ、アタック、トス、ブロック

5２
パス、トス（セットアップ)、アタックレシーブ、サーブレシー
ブ、スパイク、ブロック、サーブ

5４
サーブ、パス、スパイクレシーブとサーブレシーブ、トス
トプレー、スパイク、ブロッキング

、

～

ネツ

5５ サーブ、サーブレシーブ、トス、スパイク､￣ブロック、レシーブ

5６

パス（バレーボールの基本となるもの－アタック、フェイント
トス、レシーブ、ブロッキング）

サーブ（バレーボールの起点となるもの－サーブレシーブ）

、

5７ パス、トス、スパイク、ブロック、サーブ、レシーブ ｢６つ」と明記

5８ パス、トス、スパイク、ブロック、レシーブ ｢個人の基本技」

6１
パス、サーブレシーブ、トス、スパイク、サーブ、スパイクレシ
－ブ、ブロック

6４ サーブ、パス、トス、スパイク、レシーブ、ブロック

6６ パス、トス、スパイク、サーブ、レシーブ、ブロック等
｢個人技術」の中に位置
づけ

6９ パス、トス、アタック、レシーブ、ブロック、サーブ ｢個人技術」と説明
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表７「基本・基礎」の内容を「技術の発展系列上、初めに位置する技術」とする図書とその内容

図書

~÷
－４１

９
２
３
４
５

２
３

０
２
４
６

４
４
４
４

－２８－

図書 内 容 判断の根拠

１ パス（とくにオーバーパス） パスはバレーボールのあらゆる技術の根本をなす。

３ 上手パス、下手パス、下手サーブ バレーボールの基本技能として最もたいせつである。

４ パス あらゆる技術の根本技。

５
パス

基本姿勢

バレーボール技術の基礎をなす。

バレーボール技術のすべての基礎。

６ パス 部分的技術中の基本で、パスから発展する。

７
基本姿勢

パス

常に留意することは第１に～。
すべての技術の基本になる。

部分的技術の中でも基本的なもの。

８
パス

基本姿勢

部分的技術中の基本で、パスから発展する。

すべての技術の基本になる。

1４
構えの基本姿勢
フットワーク

バレーボール選手を志すものが、まず第１に体得すべき
技術○

1７
上手パス

基本姿勢

バレーボール技術の基礎となる。最も代表的で基礎とな
る ０

すべての技術の基礎となる。

1９
フットワーク

オーバーハンドパス

攻撃や守備技術の最も基礎となっている。

パスの中でいちばん基本。

2３ オーバー・パス バレーボールの基本になる。

2４
パス、トス

構えの基本姿勢

最初に身につける必要のあるもの。

基本技術の練習の前に－。

2６
構えの基本姿勢、動きの技術、
動きのテクニック

そういうものからしだいに発展して－。

2７ レシーブ バレーボールはレシーブが基礎になって発展する。

2８ サーブ、パス
バレーボールの技術は、サーブを起点とし、パスを土台
として各技術が生み出され、発展してきた。

2９ パス バレーボールはパスからはじまる。

3２ オーバーハンド・パス バレーボールの最も基礎となるポール操作。

3３ バス ポールゲームの基本はパスにある。

3４ 個々の技術全部 このような基本技術から発達してくる技術のいろいろは

3５ パス バレーボールの基本はパスにある。

3７ 気持ち
バレーボールで一番大切なのは、レシーブなら絶対にあ
げてやるんだという気持ち、スパイクなら絶対に決めて
やるんだという気持ち､この気持ちではないでしょうか。

3９ 基本姿勢、動きの技術
(バレーボールの基本技の発展系列に関する構造図の中
で、「構えの基本姿勢と動きの技術」を最初においてい
ろ ○

4０ パス、ミート、ジャンプ バレーの基本はパス、ミート、ジャンプにある ○

4２ 上手パス 上手パスはバレーボールの基本である。

4４ フットワーク、パス バレーボールの基本。

4６ パス パスこそバレーボールの基本。

4８ オーバーハンドパス
オーバーハンドパスこそ、バレーボールの基本であり、
極意なのです。

5１ オーバーハンドパス オーバーハンドパスは、一番基本となる技術である。
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けJmTTU）逓悲二Ⅲ

|土どのような基本・基礎技術をもって出発するかにつ

いても，著者達の間に異論があるところが興味深い。

③「バレーボールの特性上必要な技術」とする図書

は17冊27％である。表８に示した。バレーボールの特

性的な技術を「パス」とみるのは，共通点であるよう

に思われる。バレーボールの基本・基礎技術は個々の

技術である，とする見方が多い中で，図書20の「コン

ビネーション・プレー」とする見方は特異である。

④「技術の難易度からみて容易な技術」とする図書

は３冊５％･表９に示した。図書48の解説からは，

｢基本は各人によってそれぞれ異なるもの」と解され

るため，ユニークな見解とみることができる。いずれ

にしても，「基本・基礎技術は容易な技術である」と

いう見方は非常に少なく一般性がないように思われる。

⑤「他の技術との対応関係」の中でとらえようとす

る図書は表10の通りである。同一図書が重複集計され

ている。「個人一集団」「基本ｑ基礎一集団」「基本・

基礎一応用」「基本・基礎一ゲーム」の対応関係でと

らえられていることが多いことを示している。ここで

使用されている用語は多数にのぼるが，これらはすべ

て著者達が用いている通りを示した。

⑥各技術（個人技術，集団技術，基本技術等）の中

に更に基本・基礎が存在すると解説する図書は33冊５３

％である。表11に示す。これはパス，サーブ，レシー

ブ，トス，スパイク等を基本・基礎技術の中に位置づ

けながら，更に「パスの基本」「スパイクの基本」「サ

ーブレシーブの基本型」のように解説を行っているも

の，いわば基本・基礎の中に新たに基本・基礎が実在

することになる。このような考え方は，個人・集団技

術等を問わず，あらゆる技術レベルに基本・基礎が存

在することを意味するものである

⑦基本姿勢，基本の構え，基本のフォーム等を扱っ

ている図書は36冊58％・表12に示した。またこの基本

姿勢等がバレーボールを構成する技術以前の基本・基

礎になっているとする考え方が６冊17％であった。表

中に☆印で示したが，姿勢や構え等を技術の中に含め

る考え方は妥当ではないように思える。辞書によると，

技術とは「物ごとをたくみに行うわざ」（広辞苑，岩

波書店）のように解されるものであり，それは物ごと

を行うときの身体的能力とみられ，必ず対象が存在す

ることから，単なる静的な姿勢，構えは技術ではない

とみてさしつかえない。ポールコントロールを伴う動

的な姿勢となって初めて技術といえるであろう。

③その他，基本動作やフットワーク，動きの技術等

が基本・基礎であるとする見方があった。「運動文化

の中心をなすもの」を基本・基礎とみる見方は特異で

ある。これは「バレーボールの特性上必要な技術」と

しても取り上げたものである。また「基本動作」につ

いては，「基本姿勢」とは異質であるためにここで取

り扱う事にした。（表13）

－２９－

5２
基本姿勢

オーバーハンドパス

技術の基礎になる。

バレーボールを始めるとき､いちばん最初に会得する技術。

5６ パス、サーブ
バレーボールの技術は、サーブを起点とし、パスを土台
にして各技術が生み出され、発展してきた。

6９ パス パスはすべてのプレイの基礎となる。
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表８「基本・基礎」の内容を「バレーボールの特性上必要な技術」とする図書とその内容

表９「基本・基礎」の内容を「技術の難易度からみて容易な技術」とする図書とその内容

－３０－

図書 内容 判断の根拠

１ パス、ジャンプ
バレーボールは「パスとジャンプ」の競技であるといわれている
よ

￣

７ に～ 。

６ パス
バレーボールは

らい－

６６

パスにはじま つ てパスにおわる
，，

といわれるく

７ パス
バレーボールはパスのゲームであるとか、パスに始ま
終わるとか言われる程一・

つ てパスに

８ パス
バレーボールは“パスにはじま
らい－

つ てパスにおわる
，，

といわれるく

1０ パス バレーボールはパスのゲームといわれている。

1４ パス、ジャンプ バレーボールはジャンプとパスの競技であると言われている。

1７ パス バレーボールはパスにはじまり、パスに終るといわれるように～ 。

2０ コンビネーションプレー
運動文化の中心を形成する技術＝コンビネーションプレーが基礎
技術。

2８

パス、ジャンプ

得/ごう鮎_ル

バレーボールはパスとジャンプの競技。

預三倉?基礎をなすものはﾎﾞﾃﾞｨｺﾝﾄﾛｰﾙと、 パスゲームと

3２ パス バレーボールはパスにはじまり、パスに終るといわれるように～ ○

3４ バス パスの競技がバレーボールです。

4２ 上手パス 上手パスはバレーボール技術の基本であるとともに－．

5２ パス バレーボール競技では「パスに始まりパスに終わる」とさえいわ
れているように－ ０．

5３ パス バレーボールの基本・パス

5４ パス バレーボールの基本はパスである。

5６ パス パスがバレーボールの基本といえる。

6２ オーバーハンド・パス
オーバーハンド・パスは、バレーボール独特の動作であり、バレ
－ポール競技そのものを代表する技術といってもよいほどです。

図書 内容 判断の根拠

2０

容易で、単純で、学習しやす

い条件のもの。

パスートスーキルの一連の攻

鑿技術。

このようにパス、トス､キルという一連の攻撃技術のうちで、

最も容易で、単純で、学習しやすい条件のものを基礎技術と

考えてよいのではないだろうか。

2８
基礎的なプレー

(具体的に何かは不明）

基礎的なプレーを身につけなければ、それ以上の技術を習得

することは難しい。

4８
自分で一番やり易いもの（方

法）

自分がどういうふうにしたらいちばんやりやすいか、これが

基本というものなのです。
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表１０「基本・基礎」技術を、他の技術との対応関係の中でとらえている図書とその内容

(％は「基本．基礎」に触れている図書、対Ｎ＝62）

表１１各技術の中に｢基本･基礎｣の解説を行っている図書表１３「基本・基礎」の内容の中に解説きれている

｢その他」の要素６
釦
咀
矼
帥
、

７
２
２
３
２

１
３
４
５
６

９
４
４
４
４

１
３
４
５
６

７
５
６
５
６

２
３
４
５
６

４
肥
茄
〃
弱
師

５
羽
仙
佃
印
的

①図書１１

②図書２０

③図書２２

④図書３６

⑤図書3９

基本動作

運動文化の中心をなすもの

フットワーク

基本動作

動きの技術

（Ｎ＝33冊53％）

表,２「基本姿勢.基本の構え･基本のフォーム｣を解説している図書

（Ｎ＝５冊８％）
(注）「基本動作」と「基本姿勢」は似て非なるもの

であるため「基本動作」はこの表の中にいれ、
「基本姿勢」とは別個に扱った。

５☆

1４

２７

３８

４７

６２

８
泌
犯
似
別
師

11

24☆

3４

４３

５５

６９

☆
３
６
５
６
６
０

１
２
３
４
５
７

☆
☆

６
Ⅳ
羽
羽
矼
似

☆
７
皿
皿
如
別
冊

（Ｎ＝36冊58％）

(注）☆印付きの図書は、この基本姿勢等が「各技術
以前の基本・基礎になっている｡」と解説して

いる図書で、６冊17％（対36冊比）

－３１－

内 容 図書 冊 ％

Ａ・個人技術
－集団技術

2６２７２８３０４１４２

４７５８６０６６６７６８
1２ １９

B・基本・基礎
－応用技術

３４１７３１３８４３

5１５２６７
９ 1５

Ｃ・基本・基礎
－集団技術

1２１６１８２２２６３１

３２３４３８４７５４５６
1２ 1９

Ｄ、基本・基礎
－複合技術

3５３９
２ ３

Ｅ・基本・基礎
－総合技術

1２４１１１９３３

3６
７ １１

Ｆ・基本・基礎
－ゲーム

３１０１８１９２２２７

2８３２３３３９
１０ 1６

Ｇ・（その他）
部分一総合
基本一特殊
基礎一結合
基礎一連係
基本一戦術
基礎一実戦
基本一実戦
個人一総合
基本一フォーメー

(特例）

ション

８７６
２
９
４
３

５
５
６
３
５
７
２
６
４
８

２
３
５
５
６
６
６
６

1５ 2４
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Ｅ、技術の対応関係の中でとらえようとするもの

Ｆ・各技術の中に更に基本・基礎があると解説す

るもの

Ｇ・基本姿勢，基本の構え，構えの基本，基本の

フォーム等

Ｈ・その他（基本動作，運動文化の中心）

⑤同一著者が基本・基礎に関する多様な解説を行っ

ていることも多い。同一人の異なる著書の間に見られ

る矛盾だけではなく，同一図書の中にも明らかに矛盾

する理論が存在している。

以上，図書を吟味してみると「基本・基礎」に関す

る考え方は，用語の使い方あるいは技術内容の考え方

からみても非常に多様で，これは著者問における理論

の不統一性を示唆しているばかりでなく，バレーボー

ルの基本・基礎の内容が不確定であることを表すもの

4。まとめ

バレーボールに関する図書70冊を分析し，次のよう

な結論を得た。

①89％の図書が「基本・基礎」に触れている。

②同一図書の中に，基本と基礎を両用しているもの

は52％に及ぶが，このうち72％の図書に用語使用上の

混乱が見られた。

③基本・基礎に触れている62冊の図書中41％が基本・

基礎に関する何らかの解説をしている。ただし，具体

的に語意を説明している図書はほとんどない。

④基本・基礎の内容に関する考え方は次の８項目に

分類できる。

Ａ・バレーボールを構成する個々の技術

Ｂ・発展系列上，初めに位置する技術

Ｃ・バレーボールの特性上必要な技術

Ｄ・難易度からみて容易な技術

である。

－３２－



編集委員会通信

学術刊行物の指定について

本誌は学術刊行物の指定を受け（昭和62年12月16日官報18248号記載)、第３巻より第４種郵送物として送

付することが可能となりました。会員諸氏と共にお慶びするとともに、今後もいっそう内容ある学術誌とし

て皆様と共に育てて行きたいと願っております。

寄稿論文受領より、採否までの過程について

寄稿論文は「京都体育学研究」編集委員会に関する申し合せ及び論文審査申し合せ（本誌第１巻に記載）

に基づいて査読されます。

次に、論文の寄稿を受けてから採否決定に至るまでの編集委員会が行なう手順について記しておきます。

論文の寄稿を受けた場合、編集委員会は様式１の受領書を寄稿者宛にお送りします。

編集委員会は各論文に対する審査員を決め、様式４により論文査読の依頼をします。

審査の評定に従って編集委員会は寄稿者に様式２或は様式３による通知を行ないます。

様式３の通知をした場合も、早期に再度寄稿されることを願っております。

●
●
●
●

勺
０
Ⅱ
（
（
》
〆
〕
（
面
ご
砥
）
４
ｍ
や
（

概略上記の通りですが、論文受領から印刷発行まで６ヶ月程はほしいので、年度内に発行・発送するには

毎年８月末頃までには論文が集まっていることを要します。

会員諸兄姉におかれましては、どうぞ研究の成果をおまとめ頂き、早目に御準備御投稿下さいますようお

願いします。

ここに、第１巻から第３巻までに寄稿きれた論文の査読を依頼した審査員の氏名を記しましてお礼を申し

上げます。

伊藤一生

秦芳江

岩井信之

万井正人

小野桂市

山田知子

熊本水頼末利博中村栄太郎錦織優野原弘嗣

和田尚

以上編集委員以外の審査員五十音順敬称略

｢京都体育学研究」編集委員会

－３３－



様式１

年月日

殿

｢京都体育学研究」編集委員会

寄稿論文受領書

御送付下きいました下記論文、本日確かに受領致しました。

本誌へ掲載の可否については後日お知らせ致します。

記

様式２

年月日

殿

「京都体育学研究」編集委員会

委員長

論文受理書

先に御寄稿下きいました下記論文を受理し年月発行

予定の｢京都体育学研究｣第巻に掲載と決定いたしまし

たのでお知らせします。なお、本論文受付日は年月日

といたします。

記

－３４－



様式３

日年月

殿

｢京都体育学研究」編集委員会

委員長

寄稿論文審査結果について

先に御寄稿下さいました論文につきまして、審査の結果下記のごとき

問題点が指摘されました。論文原稿を同封の上御返送しますので、御検

討の上、再度御寄稿下さいますようお願い申し上げます。

記

－３５－



様式４ 昭和年月日

殿

「京都体育学研究」編集委員会

委員長

寄稿論文審査依頼について

「京都体育学研究」の刊行と内容の充実のために御尽力下さいますこと誠にありがとうございます。

このたび、下記の論文が寄稿されましたので、御多忙中のところお手数ですが御検討いただき、下記の要

領にて右半分の様式を用い御検討の結果を御報告くださいますようお願い申し上げます。なお審査につきま

このたび、下記の論文が寄稿されましたので、御多忙中のところお手数ですが御検討いただき、下記ｃ

頂にて右半分の様式を用い御検討の結果を御報告くださいますようお願い申し上げます。なお審査につ：

しては「体育学研究」寄稿の手引き寄稿原稿の取捨の決定（27巻１号88-90頁）を参考として下さい。

記

寄稿論文題目

寄稿者名（記号・番号として氏名は伏せる）

受領年月日昭和年月日

結果の報告は昭和年月日までにお願いします。

●
●
●
●

『
１
０
（
〈
叩
〆
】
ｎ
屯
）
△
バ
ニ
ニ

審査結果報告要領

1．判定の表示

Ａ：掲載可Ｂ：条件つき掲載可Ｃ：問題が多い（不可）Ｄ：審査が困難な場合

2．判定理由の記述

（１）Ａと判定した場合特記事項がなければ記述の必要はありません。

（２）ＢまたはＣと判定した場合

イ．重大な問題点（必ず訂正、補加筆の必要あり）

ｕやや問題となる点（できれば補加筆することが望ましい）

ハ．希望意見（必ずしも補加筆をする必要はない）

（これらの理由はそのままでも寄稿者に掲示できるように記述して下さい）

（３）Ｄと判定した場合（可及的すみやかに御返送願います）

イ．困難な理由

ロ．審査員として他に適任と思われる人

へその他の意見

－３６－



様式４

審査結果報告

昭和年月日

署名

(寄稿者には氏名を伏せる）

Ｌ判定結果

２．判定理由

3．所見あるいは編集連絡

－３７－
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執筆要項

1．論文の長さは，文献・図表・abstractを含め８ページ（400字詰原稿用紙で約30枚）までとする。但し

超過した場合その費用は執筆者負担とする。

2．本誌論文の原稿執筆にあたっては，下記の事項を厳守されたい。

（１）原稿は，市販の横書原稿用紙（Ｂ５判400字詰）に清書し提出する。

原稿は，１枚目：題目・英文標題．２枚目：著者名とそのローマ字名，著者の所属名と（）内にそ

の正式英語名．所属の異なる２人以上の場合著者名の右肩に＊，＊＊，・・・印を付して，脚注に＊，

＊＊，・・・印ごとに所属名と（）内にその正式英語名．３枚目：英文要約（タイプ用紙ダブルス

ペース250字以内)．４枚目：和文要約（編集用；英文要約と同一内容)．５枚目以降本文，注記，参

考文献，図・表の順に書く。

（２）外国人名・地名等の固有名詞には，原則として原語を用いること。固有名詞以外はなるべく訳語を用

い，必要な場合は初出のさいだけ原語を付すること。

（３）数字は算用数字を用いること。

（４）参考文献の引用は「体育学研究」投稿の手引きによる。（体育学研究27巻１号91～92頁参照）

（５）注記は，補足的に説明するときのみに用い，本文中のその箇所の右肩上に註１）註２）のように書き

本文の末尾と文献表の間に一括して番号順に記載する。

（６）図・表は１枚の用紙に１つだけ書く。また図と表のそれぞれに一連番号をつけ，図１，表３のように

する。（上記手引き92～93頁参照）

（７）図の原稿は半透明のタイプ用紙または淡青色方眼紙に黒インキで明瞭に書くこと。写真は明瞭なもの

を提出すること。

（８）図や表は本文に比べ大きな紙面を要する（本誌１ページ大のものは原稿用紙4.5の本文に当たる）か

ら，その割合で本文に換算し全ページ数の中に算入すること。

（９）図や表の挿入希望箇所は，原稿の本文の左横の欄外に赤字で指定する。

００Ｉ参考文献の書き方は以下の原則による。

文献記述の形式は雑誌の場合には，著者名，題目，雑誌名，巻号，論文所在頁，発表年；単行本の

場合には，著者名，書名，版数，発行所，参考箇所の頁，発表年の順とする。なお，上記手引き93-

９４頁参照。
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